
39泊療史52

40伝記53

41伝記（双)54

42伝染病史・防疫史55

4 3 東 洋 医 学 史 5 6

44内科史57

45皮層科史58

46泌尿器科史59

47病院史60

48病跡学61

49病理学史62

50風俗史63

5 1 仏 教 医 学 史 6 4

今回は14，15，17，34，36，

る文献はありません。

法医学史

放射線医学史

本草学史・博物学史

麻 酔 学 史

門人録

薬学史

蘭学史

リハビリテーション関係史

桧査

その他

中国語文献

韓国語文献

欧文文献

16，48，49，50，56にあた

医史学関係文献目録 (五十音順）
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産婦人科史

歯学史

史跡・記念碑

疾病史

耳鼻咽喉科史

種痘史

獣医学史

書簡

言誌学

小 児 科 史

神経学史

診 断 学 史

整形外科史

精神医学史

生 物 学 史

西洋医学史

生 化 学 史
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0 1 単 行 本

石島弘『水戸藩医学史」ぺりかん社

石田純郎『ヨーロッパ医科学史散歩」考古堂

岩崎克己／解説片棡一男『前野I卿化'一解体新書以前東洋

文庫600」平凡社

岩崎克己／解説片桐一男『前野蘭化2－解体新書の研究東

洋文庫604」平凡社

大谷藤郎「らい予防法廃止の歴史』勁草書房

Ｆ
ｍ
ｍ



唐沢信安「済生学舎と長谷川泰一野口英世や吉岡弥生の学

んだ私立医学校」日本医事新報社

韓国韓医学研究所『高麗時代以前韓医薬学研究(資料

集)jm0M韓国韓医学研究所

韓国韓医学研究所『歴代韓医学文献考証l｣KIOM韓

国韓医学研究所

韓国韓医学研究所「歴代韓医学文献考証l(資料集)」

KIOM韓国韓医学研究所

圭介文言研究会『伊藤圭介日記第二集『錦案翁日記｣」名古

屋市東山植物園

小関恒雄「明治法医学編年資料断章」玄同社

小曽戸洋「中国医学古典と日本一書誌と伝承一」塙書房

シーボルト記念館「鳴滝紀要第6号(シーボルト生誕二百周

年記念号)j

新村拓「出産と生殖観の歴史」法政大学出版会

杉田暉道他『系統看護学講座別巻9看護史」医学書院

東京大学医学部医学科昭和17年十月会『陽烏第5号(卒業50

周年記念文集)」

中野進『新・医師の世界一その社会学的分析一」勁草書房

中111茂春「久留米藩医中山家系図」

二至村言「エキリ物語GHQと日本の医師たち』中央公論社

日本医科大学耳鼻咽喉科学教室『日本医科大学耳鼻咽喉科学

教室百年史」

樋口輝雄『明治前期における医師試験制度と奉職履歴医につ

いて』

藤野豊編、小林茂文、鈴木則子、後藤悦子『歴史のなかの

「癩者｣』ゆみる出版

フロレンス．ナイチンゲール／小林章夫・竹内喜(訳）「看護

覚え書き」うぶすな書院

北海道医史学研究会『北海道の医療その歩み」北海道医史

学研究会

山県郡医師会史編蟇委員会『広島県山県郡医師会史(上)」山

県郡医師会

山崎ll皮男他『X線発見の光と影』「|本シェーリング

山崎一穎(監修）『森鴎外明治知識人の歩んだ道(注記共)」森

鴎外記念館

吉益東ilil顕彰碑建設会「吉益東洞顕彰記」

ｍ
四
四
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寸
［
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02医学切手・書画

「メディカル・フイラテリー牛痘種痘実施百二十年切手、

第6回国際ウイルス学会議、シーボルト生誕二百年記念」

石原理年『医證』(70)4104,4138,4157

「絵ハガキで見るパリの古い病院(2)ピティエ病院」今泉孝

『医謹」(70)4156

「絵ハガキで見るパリの古い病院(3)シャリテ病院(パリ6区)」

今泉孝「医證」(71)4210-4212

「医学切手アラカルトHⅣ｣河瀬正晴「ふゅ－ちゃ一」l(1)19

「医学切手アラカルトエイズ予防とコンドーム」河瀬正晴



「ふゅ－ちゃ－」l(2)19

｢蘭門五哲の言11'5(抄)」小曽戸洋、町泉寿郎『日本医史学雑

誌」42(2)196-197

｢JJNGallery①病める少女と脈を診る医者(ヤン・ステーン

画)」酒井シヅ「看護学雑誌」60(1)6

｢JJNGallely②病める子ども(ガブリエル・メッツ画)」酒井

シヅ『看護学雑誌j60(2)102-103

｢JJNGallery③思盧深い看護婦(ジヤンーバテイストーシメ

オン・ジヤルダン画)」酒井シヅ「看護学雑誌」60(3)198-199

｢JJNGallely④春(エドワルド・ムンク画)」酒井シヅ「看護

学雑誌」60(4)294-295

｢JJNGallery⑤手にジキタリスの花を持つ医師ガシェの肖像

（ヴインセント・ヴアン・ゴッホ画)」酒井シヅ「看護学雑

誌」60(5)390-391

｢JJNGallely⑥ルノワール夫人と息子ピエール(オーギュス

ト・ルノアール画)」酒井シヅ「看護学雑誌」60(6)494-495

｢JJNGallery⑦病める子(エドワルド・ムンク画)」酒井シヅ

『看護学雑誌』60(7)582-583

｢JJNGallely⑧アグニューの臨床講義(トマス・イーキンス

画)」酒井シヅ「看護学雑誌」60(8)678-679

｢ⅡNGallery⑨乳母(アルフレッド・P･ロル画)」酒井シヅ

『看護学雑誌』60(9)774-775

｢JJNGallery⑩外科手術(葛撲一郎画)」酒井シヅ「看護学雑

誌』60(10)870-871

｢JJNGallely⑪科学と慈愛(パブロ・ピカ､ﾉ画)」酒井シヅ

『看護学雑誌」60(11)974-975

｢JJNGalle'y⑫病室での臨終(エドワルド・ムンク画)」酒井

シヅ『看護学雑誌」60(12)1066-1067

｢絵でみる医学史⑤エペソのソラノス(98-138)」酒井シヅ

「PharmaSANDOZ｣(1)21

｢絵でみる医学史⑥デイオスコリデスとガレノス」酒井シヅ

「PharmaSANDOZ｣(2)21

｢絵でみる医学史⑦4つの体液と体質と気質」酒井シヅ

『PharmaSANDOZ｣(3)17

｢絵葉書にみる日赤」長門谷洋治「北陸医史jl7(1)67-73

｢多紀元堅の墨跡(抄)」町泉寿郎、小曽戸洋『日本医史学雑

誌」42(1)109-llO

｢切手のなかの看護婦たち①－②最初の看護婦フローレン

ス・ナイチンゲール(I)-(2)」松本邦宏「看護学雑誌」60(1-

2)1,97

｢切手のなかの看護婦たち③看護婦の誕生」松本邦宏『看護

学雑誌」60(3)193

｢切手のなかの看護婦たち④戦場で活躍する看護婦」松本邦

宏『看護学雑誌』60(4)289

｢切手のなかの看護婦たち⑤ベッドサイドの看護婦」松本邦

宏「看護学雑誌」60(5)385

｢切手のなかの看護婦たち⑥患者を搬送する看護婦」松本邦

宏「看護学雑誌』60(6)489

宮

。
…

③
車
中



｢一八八八年の医学校処分について(抄)」黒澤嘉幸「日本医

史学雑誌」42(2)250-251

｢切手のなかの看護婦たち⑦検温や脈をとる看護婦」松本邦

宏「看護学雑誌」60(7)577

｢切手のなかの看護婦たち⑧心電図や血圧測定をする看護

婦」松本邦宏『看護学雑誌」60(8)673

｢切手のなかの看護婦たち⑨投薬をする看護婦」松本邦宏

『看護学雑誌」60(9)769

｢切手のなかの看護婦たち⑩包帯をする看護婦」松本邦宏

『看護学雑誌」60(10)865

｢切手のなかの看護婦たち⑪注射の準備をする看護婦」松本

邦宏『看護学雑誌」60(11)969

｢切手のなかの看護婦たち⑫注射をする看護婦」松本邦宏

「看護学雑誌』60(12)1061

｛
）
《
唾

04医学用語

「ことばの由来65ハプスブルグ顔貌」飯|||収『Johns｣12(9)

1418-1423

「ことばの由来66束洋と西洋」岩月賢一『Johns｣12(12)

1832-1834

05医師会・学会

「医学会とその歴史」大村敏郎「医薬の門」36(4)222-226

「日本消化器病学会発足の頃(抄)」大村敏郎「日本医史学雑

誌」42(2)240-241

「第13回日本医学会総会について(そのl)(抄)」渋谷鉱、山

口秀紀、渋谷幸男、谷津三雄「日本歯科医史学會々誌」

21(3)154-155

「第13回日本医学会総会について(その2)(抄)」渋谷鉱、山

口秀紀、渋谷幸男、村木春長、谷津三雄「日本歯科医史学

會々 誌」21(3)155-156

「日本III菌学会の創立と発展および日本細菌学雑誌の歴史

日本細菌学会の発足からの半世紀(1)」竹田美文『日本細

菌学雑誌」51(2)635-646

「日本大腸肛門病学会の歴史と今後の展望」土屋周二『日本

大腸肛門病学会雑誌」49(10)ll37-ll45

（
ベ
マ
［
）

03医学教育

「明治廿六年医科大学国家医学講習科実録(学生記録)(抄)」

石l1l奇達「日本医史学雑誌」42(2)256-257

「医学部における生物学その歴史と現在」岡田光太郎「順

天堂医学」42(2)162-169

「財団法人・日本医学専門学校の学校騒動と私立東京医学専

門学校の独立分離(上）.（下)」唐沢信安『日本医史学雑誌」

42(3,4)303-322,547-562

「財団法人･H本医学専門学校の学校騒動と私立東京医学専

門学校の独立分離(抄)」唐沢信安『日本医史学雑誌」

42(2)252-253



｢脊椎外科学会10年の歴史,脊柱靱帯骨化症研究の歩み」都

築暢之『整形外科」47(9)1227-1236

｢北米放射線学会の歴史(年代記-11<1976～1980>)」乙供通

則、竹川鉦一、菅原耕、他『青森労災病院医誌」6(1)50-58

KoizumiShunzoIInternationalMedicalJournal｣3(3)199-200

｢ハンセン病とダミアン神父(2)｣古川明「けんさ」25(3/4)29-32

｢エフェソス遺跡」古川明『けんさ」26(1)19-22

｢メドウサの頭(1)」古川明『けんさj26(2)19-22

｢植民地期の台湾女医について」勝鑑明／金丸裕一(訳）「歴

史評論(歴史科学協議会校倉耆房発売)」（532）06医史学一般

「医学史と旅(5)パレ400年祭の旅」大村敏郎「けんさ」25

（3/4)46-57

「医療と歴史との接点を求めて帝王切開で産まれた医神ア

スクレピオス」大村敏郎『医薬の門』36(1)1619

「医療と歴史との接点を求めてダヴィッド・ダンジェーの

刻んだ医学史」大村敏郎『医薬の門」36(2)114-ll7

「医療と歴史との接点を求めて北里柴三郎と鯉のぼり熊

本・小国で見たもの」大村敏郎「医薬の門」36(3)142-145

「原始巫医の世界的普遍性の考察(抄)」奥富敬之『日本医史

学雑誌」42(2)160-161

「世界とll本の女|兎の動向」酒井シヅ『病院」55(5)432-436

「伝統医学と近代医学の接点」酒井シヅ『ヒューマンサイエ

ンス」7(2)24-27

「着想としての内視鏡」多賀須幸男『[]本医史学雑誌」

42(3)440-442

「ストレス概念の歴史」土屋雅春、鈴木秀和『医学のあゆみ』

別冊(ストレス応答とレドックス制御)9-13

「日本における一般医学の歴史と現状」HayasakiTomoyuki,

07医の倫理

「米国ニューヨーク州歯科医師法に含まれる倫理規定の書誌

学的研究(抄)」春日芳彦、森山徳長、亀谷博昭、石川達也

『日本歯科医史学會々 誌」21(3)161

「医の心一先輩医師に学ぶ第2集」酒井シヅ『日本医師会

雑誌』115(6)2-16

「再考インフォームド・コンセントインフォームド・コン

セントの歴史を振り返る」酒井忠昭『ナーシング・トウデ

イ」11(2)22-25

「患者の心性と権利についての歴史的考察患者学序章」杉

田暉道『アーユルヴェーダ研究j(26)2705-2711

「患者の心性と権利についての歴史的考察患者学序章」杉

|nll軍道「神奈川医学会雑誌』23(2)177-183

「｢頓医抄」にみる鎌倉時代・僧医の倫理観」関根透、北村

中也『日本歯科医療管理学会雑誌」31(2)121-126

「インフォームド・コンセントの歴史」寺山吉彦「JOHNS」

12(8)1029-1031

（
師
寺
［
）

戸
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(69)1-4

｢特集：「戦後50年の医学と医療」要望課題「戦後50年の

医学と医療」を始めるにあたって」神谷昭典『医学史研究」

(70)9-10

｢医療記録の歴史」篠田達明『診療録管理」8(3)22-25

「占領期の保健医療改革の計量的分析GHQ文言を用いて」

杉田聡、他『民族衛生」62(付録)ll8-ll9

旧本プロテスタント・ミッション医療伝道の方針転換につい

ての一考察(抄)」高安伸子『日本医史学雑誌」42(2)212-213

｢特集：「戦後50年の医学と医療」戦後50年の医学と医療一

開業医の立場から－」竹内治一「医学史研究」(70)11-14

「戦後沖縄の医療史一医療制度の変遷を中心に」照屋寛善

「医学史研究』(69)5-11

｢20世紀医療史(13)差別と医学」野村拓「月刊保団連」

（493)6667

「20世紀医療史(14)人口政策と民俗衛生」野村拓『月刊保団

連」(494)50-51

「20世紀医療史(15)医療経済調査」野村拓「月刊保団連」

（497)46-47

「20世紀医療史(16)一般医と専門医」野村拓『月刊保団連」

(502)50-51

｢20世紀医療史(17)世界医恐慌と医療」野村拓「月刊保団連」

（507)74-75

「20世紀医療史(18)保健医療・「戦闘期」の動向」野村拓

08医療器械

「我が国の顕微鏡の歴史一和田医学史料館所蔵の顕微鏡の歴

史一(抄)」和田和代史「日本医史学雑誌」42(2)270271

国
③
叩

09医療制度史・医療史

「医界雑録34．35医術開業試験と幻の「医師規則」案」青

柳精一「大阪保険医雑誌j23/24(12/l)44･41

「医界雑録36明治初期の腸チフスの療法」青柳精一「大阪

保険医雑誌」24(2)35

「医界雑録37．38医籍の編製と著名な医師の医籍番号」青

柳精一『大阪保険医雑誌」24(3,4)53,57

「医界雑録39明治10年から20年代の医会設立の動き」青柳

精一『大阪保険医雑誌』24(5)47

「文化史からみた古代人の医療観第1回ギリシャ神話の

医療観メドウサの頭(2)」石渡隆司『けんさ」26(3)24-33

「輸血と法制度史のなかから」宇都木伸『日本輸血学会雑

誌』42(1)55-57

「江戸幕府の医療制度に関する資料(七)－鍼科医員上田・吉

田・山本・畠山家「宮医家譜｣」香取俊光「日本医史学雑

誌」42(1)87-93

「江戸幕府の医療制度に関する史料(八)－鍼科医員佐田・増

田・山崎家『官医家譜」など－」香取俊光『日本医史学雑

誌』42(4)615-626

「戦時医療体制と「戦後改革｣」神谷昭典「医学史研究」

（
罰
寸
［
）



『月刊保団連」(510)4647

｢20世紀医療史(19)ワイマールからナチへ」野村拓『月刊保

団連」(511)50-51

｢20世紀医療史(20)地域医療への関心」野村拓『月刊保団連」

(515)4647

｢20世紀医療史(21)私保険・生協･HMO」野村拓『月刊保

団連」(517)4647

｢20世紀医療史(22)フアシズムと安楽死、そして医療」野村

拓「月刊保団連」(521)42-43

｢20世紀医療史(23)同時進行医療史･1939年」野村拓「月刊

保団連」（523)54-55

｢20世紀医療史(24)医療への国家介入」野村拓『月刊保団連」

(525)50-51

｢20世紀医療史(25)医療にとって第二次大戦とは」野村拓

『月刊保団連」（527)54-55

｢｢元禄世間咄風聞集j所載の医薬学関連の咄」浜田善利

「日本医史学雑誌」42(4)563-580

｢近代医療史ドイツ医学の隆盛」原健二『地域医学jlO(2)
102-105

｢近代医療史公衆衛生と保健事業」原健二「地域医学」10

(3)183-188

｢近代医療史昭和前半の日本の医療概況」原健二『地域医

学」10(4)254-257

｢近代医療史アシドーシスとアルカローシス」原健二『地

域医学」10(5)349-352

｢近代医療史適塾の医療と門下生の活躍」原健二『地域医

学」10(6)448-451

｢近代医療史糖尿病治療薬の発明」原健二「地域医学」10

(7)523-526

｢近代医療史昭和前半の世界の医学・医療」原健二「地域

医学』10(9)642-645

｢近代医療史わが国における病院の建設」原健二『地域医

学jlO(10)729-732

｢近代医療史ノーベル賞級の日本人医師たち」原健二『地

域医学」10(11)788-791

｢明治前期における医師試験制度と奉職履歴医について(抄)」

樋口輝雄『日本医史学雑誌」42(2)248-249

｢医療過誤訴訟とは歴史から具体的進行まで」深谷翼『看

護」48(5)135-141

｢明治女医史の基礎的研究(抄)」三崎裕子「日本医史学雑誌』

42(2)254-25

（
叩
寸
［
）

10衛生・公衆衛生史

「黎明期の労働衛生史<126>「生糸」に生きた人びとヨコハマ

開港⑦世界市場」乾修然「労働衛生ジャーナル』（236)6

「黎明期の労働衛生史<127>「生糸」に生きた人びと機械化へ

の道①養蚕」乾修然「労働衛生ジャーナル」（237)5

「黎明期の労働衛生史<128>「生糸」に生きた人びと機械化へ

、
③
ゆ



｢海上の勤務をはなれて－戦時中結核療養体験記一」西部徹

一『労働の科学」51(8)545550

｢これからの母子保健ロ本の公衆衛生がたと．ってきた歴史

と保健所の役割を中心に」西牧謙吾、新平鎮博「大阪市立

大学生活科学部紀要j43,253-270

｢<書庫散歩〉生きている災害史年表一温故知新一労研図耆

館：近・現代史資料めぐりくその5>」野沢浩「労働の科

学」51(8)542-543

｢働く人の病気(92)レイノー症候群一手指の蒼白発作」野村

茂「労働の科学」51(1)42-43

｢働く人の病気(93)有機水銀中毒一メチル水銀など－」野村

茂「労働の科学」51(2)90-91

｢働く人の病気(94)職業性皮膚障害のこと－とくに接触皮膚

炎」野村茂『労働の科学」51(3)174-175

｢働く人の病気(95)作業関連疾患のこと－疾病の多要因性」

野村茂『労働の科学』51(4)226-227

｢労働者に健康を①(1)労働衛生という言葉について」橋本

重速「労働衛生ジャーナル」(241)6

｢労働者に健康を②(2)労働衛生と産業衛生」橋本重遠「労

働衛生ジャーナル」（242)5

｢水俣病は終らない-40年目の解決案について－」原田正

純『労働の科学」57(4)250-253

｢見捨てられたいわゆる「シベリア珪肺｣」松藤元『労働の

科学』51(4)266270

の道②繰糸」乾修然『労働衛生ジャーナル」（238)3

｢黎明期の労働衛生史<129>「生糸」に生きた人びと機械化へ

の道③速水堅曹」乾修然I労働衛生ジャーナル』（239)5

｢黎明期の労働衛生史<130>「生糸」に生きた人びと機械化へ

の道④渋沢栄一」乾修然『労働衛生ジャーナル」（240)6

｢黎明期の労働衛生史<131>「生糸」に生きた人びと機械化へ

の道⑤ブリユーナ」乾修然「労働衛生ジャーナル」（242)6

｢黎明期の労働衛生史<132>「生糸」に生きた人びと機械化へ

の道⑥尾高惇忠」乾修然『労働衛生ジャーナル」（243)6

｢黎明期の労働衛生史<133>「生糸」に生きた人びと機械化へ

の道②横田英(上)」乾修然『労働衛生ジャーナル」（245)6

｢造船労働にともなう石綿曝露労働者の歴史的コーホート研

究(第三報）死因分析」車谷典男、他「産業衛生学雑誌』

38(臨増)436

｢造船労働にともなう石綿曝露労働者の歴史的コーホート研

究(第一報）対象者の属性と生存者の健康状況」坂本理香、

他『産業衛生学雑誌』38(臨増)434

｢越後屋の養生思想一三丼家の具体策一」中西淳朗「忠田会

誌」(6)1-17

｢不潔の水を善水にする法一スエーデン法は正しいか－(抄)」

中西淳朗「日本医史学雑誌」42(1)114-ll5

｢造船労働にともなう石綿曝露労働者の歴史的コーホート研

究(第二報）石綿曝露状況の推定」名取雄司、他『産業衛

生学雑誌」38(臨増)435

『
⑤
ゆ

お

コ
ー



｢保健を科学する医学史のなかの保健と健康」丸井英二

「保健の科学」38(10)654-658

｢<続サテライト通信>(72)16日間水も飲まずに生きた韓国

女性」三浦豐彦「労働の科学」51(1)24-25

｢<続サテライト通信〉（73)ロサンゼルスのギャング関係の

殺人」三浦豊彦「労働の科学」51(2)118-ll9

｢<続サテライト通信〉（74)紫外線と男の皮膚」三浦豊彦

『労働の科学」51(3)158-159

｢<続サテライト通信>(75)1991年のロンドンの大気汚染事

件」三浦豊彦『労働の科学」51(4)264

｢<続サテライト通信＞（76)ゆぴの分かれたスニーカー」三

浦豐彦『労働の科学」51(5)328-329

｢<続サテライト通信＞（77)こっくり(狐狗狸)さん」三浦豊彦

「労働の科学』51(6)378-379

｢<続サテライト通信＞（78)水島と鉛散弾」三浦豊彦『労働

の科学」51(7)458-459

｢<続サテライト通信〉（79)補聴器」三汕豊彦『労働の科学」

51(8)510-511

｢<続サテライト通信＞（80)狂牛病はプリオン病か」三浦豊

彦『労働の科学』51(9)604-605

｢<続サテライト通信>(81)大戦末期の岩波書店と労研」三

浦豐彦「労働の科学」51(10)658

｢<続サテライト通信〉（82)医学生の喫煙」三浦豊彦『労働

の科学」51(11)722-723

｢<続サテライト通信〉（83)アトランタ五輪の聖火リレー」

三浦豐彦「労働の科学」51(12)790-791

｢労働観私論侭I)－聞き書き労働観(3):鉄鋼業の労働者一」

三浦豊彦「労働科学」72(5)167-179

｢労働観私論ⅨII)－聞き耆き労働観(4):海女」三浦豐彦

『労働科学」72(9)350-359

｢労働衛生史話．あまり知られていない江戸時代のじん肺」

吉野貞尚『労働の科学」51(2)52-55

｢労働衛生史話・明治期の囚人採炭夫のじん肺」吉野貞尚

『労働の科学j51(4)260-263

｢労働衛生史話・明治・大正時代の労働医学と陸軍軍医」吉

野貞尚『労働の科学』51(6)407-409

｢労働衛生史話・江戸時代のじん肺考」吉野貞尚「労働の科

学」51(7)476-479

｢労働衛生史話・「労働で死ぬものはない」マーチン・ルタ

ーの労働観」松藤元『労働の科学」51(11)741-743

｢労働衛生史話・明治時代のじん肺考」吉野貞尚『労働の科

学」51(12)830-833

（
吟
『
『
）

11解剖学史

「虞列伊氏解剖蒙図と解剖摘要図について」岩治勇一『北陸

医史」17(1)23-29

「解禮新書と脈管」大城孟『日本外傷学会雑誌」10(2)115-ll7

「足立文太郎教授の解剖学教科害」島田和幸「解剖学雑誌」

、
②
四



｢助産婦の歴史(149)-(160)」石原力『ペリネイタルケア」

15(1-12)74-75,150-152,270-271,362-363,414-415,525527,

590-591,726-727,790-791,860-861,994-995,1074-1075

｢救急看護の歴史と課題救急看護の專門化が始まった時期

（昭和50～59年)」今村明美、岡部充代、谷井康子、他

『エマージェンシー・ナーシング』9(6)596-599

｢｢看病用心紗」に見られる終末期看護」上野陽里「医学史

研究」（68)252-257

｢日本におけるナースキャップの歴史と時代背景」大坪よし

子「ナースデータ」17(9)83-85

｢私が見聞した看護の歴史」大森文子「看護』48(1,2.3,5,

6,8,9,10,11,12,13,15)115-121,134-139,113-119,113-120,

147-154,129-135,113-119,114-121,128-133,115-121,117-

125,100-106

｢専門看護師・認定看護師制度の全容特定に至る経緯を振

り返って精神看護精神看護分野でのCNS教育の歴史と精

神看護専門看護師の意義」岡谷惠子「看護j48(6)54-57

｢私立大日本婦人衛生会について大正3年より大正4年の動

向」亀山美知子『日本看護研究学会雑誌」19(3)44-45

｢わが国における看護士養成の歴史と現状」北島謙吾『ここ

ろの臨床ア・ラ・カルト」15(1)43-47

｢専門看護師・認定看護師制度の歴史的経緯」鈴木文江『看

護』48(6,14)34-41,26-33

｢ヨーロッパ及び日本における助産婦の「生」へのかかわり

71(2)133-134

｢｢江戸時代における解剖の事跡」改訂について」杉立義一

『啓迪」(14)1-5

｢新しい観点からみた器官脳室－特に睡眠に関連して」早

石修「生体の科学』47(4)318-323

｢脳を固める．切る．染める－先人の知恵－」萬年甫

『BRAINMEDICAL｣8(1-4)77-80,199-203,309-314,441-445

や
季
唖

1 2 眼 科 史

「日本眼科學會雑誌からみた日本の眼科100年「論文総覧デ

ータベース」の制作と活用疾病」大庭紀雄他「日本眼科

学会雑誌」100(臨増)238

「眼科医家系の行徳家及びその周辺」善義信「忠田会誌」

(6)57-67

「学説・診療の変遷白内障手術の歴史顕微鏡手術の開発」

三島済一『臨床科学』32(12)1629-1636

お
寸

己

1 3看護史

「救急看護の歴史と課題基礎教育における救急看護学教育

の必要性」明石惠子、今村明美、杉本陽子、他『エマージ

ェンシー・ナーシング」9(9)849-854

「歴史的にみる救急看護の発展と課題」明石惠子、柘植尚子、

米丸香里、他「エマージェンシー・ナーシング」9(8)749‐

753



の歴史的考察」田母神裕美、尾崎暢希「助産婦雑誌』

50(12)1013-1021

｢救急看護の歴史と課題専門領域としての自立(昭和60年～)」

柘植尚子、岡部光代、杉本陽子『エマージェンシー・ナー

シング」9(7)682-686

｢特集：「戦後50年の医学と医療」准看護婦問題とはなに

か」長門谷洋治『医学史研究』(70)20-22

｢近年の訪問看護の歴史制度化の経緯を中心に」野村陽子

「訪問看護と介護』l(5)344-350

｢｢看護」という言葉の使用のはじめ(第1報)－看護という言

葉はいつから使われるようになったか－(抄)」平尾真知子

『日本医史学雑誌」42(2)268-269

｢臨床研究におけるボディ・イメージ概念の成り立ちに関す

る歴史的検討」藤崎郁「看護研究」29(2)149-160

｢看護教育における一般教育科目の位置づけと歴史的考察」

藤村龍子『QualityNurSing｣2(8)648-659

｢慈恵病院派出看護婦考」松田誠『東京慈恵会医科大学雑誌」

lll(1)109-122

｢看護業務基準の見直し不可欠な看護業務基準精神科看護

の歴史を振り返って」矢野真二「看護」48(2)75-86

｢救急看護歴史と課題看護行為の拡大の時期(昭和40～49

年)」米丸香里、今村明美、小島照子「エマージェンシ

ー・ナーシング」9(5)500-503

16軍陣医学史

「海軍航空医学の歴史」加辺純雄「防衛衛生』43(4)101-104

「海軍潜水艦医学の歴史」加辺純雄「防衛衛生』43(2)33-36

｢軍事医学と軍医の歴史｣加辺純雄『防衛衛生｣43(Suppl.1)1-7

｢病院船氷川丸回顧(抄)｣鈴木衛『神奈川医学会雑誌｣23(2)397

「｢鎮将府日誌」について(そのl序説)(抄)」中西淳朗「神

奈川医学会雑誌』23(1)161

「横浜軍陣病院の介抱女(抄)」中西淳朗『日本医史学雑誌」

42(4)656657

18外科史

「血管外科の歴史」YasargilM.Gazi「脈管学j36(9)554-555

「外科史のプロムナード第96回日本外科学会総合特別展

示パネルで見る外科の歴史」磯野可一「日本外科学会雑

誌j97(8)663-682

「大動脈外科発展の歴史と基本的手術手技」川田志明「ハー

トナーシング」1996秋季(増刊)64-72

「MGHで行われた50年間の乳癌手術成績」酒井シヅ｢Mamma」

（25)表2

「Billrothの乳癌の手術」酒井シヅ『Mamma｣(23)表2

「九州大学蔵の「阿蘭陀伝外科類方」（「阿藺陀外科正伝」）

と向井元升について」ヴォルフガング・ミヒェル「比較社

会文化」2，7579

「カスパル・シヤムベルケルと「カスパル流外科」（上）．

（
《
》
［
）
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｢産婦人科医学史〈4〉いわた帯」酒井シヅ『TheFemale

Patient｣9(2)巻末

｢出生の季節変動と受胎調節(抄)」新村拓「神奈川医学会雑

誌j23(1)161

｢一九世紀アメリカ非正統医療における癒し・出産・自己形

成一植物治療運動と水治療連動一(抄)」鈴木七美「日本医

史学雑誌』42(1)106107

｢HPVと子宮頸癌その歴史と展望」滝沢憲、川名尚『産婦

人科の実際』45(3)251-257

｢保健指導の意義と歴史的推移」竹村喬、中島有加理、山地

建二、他『ペリネイタルケア」1996夏季(増刊)14-24

（下)」ヴオルフガング・ミヒエル「日本医史学雑誌」42(3，

4)323-348,521-546

｢原典・古典の紹介ロボトミー」古川哲雄『神経内科」45

(2)170174

｢ストーマ手術とボデイイメージ研究の歴史的変遷」前川厚

子『SI､OMA｣7(4)167-169

｢消化器手術への血管外科の応用歴史的背景と展望」三島

好雄、伊藤雅史『手術」50(6)737-744

｢不破家華岡流手術記録の検討」山内一信、不破洋「日本医

史学雑誌」42(1)61-76

画
つ
ゆ

1 9細菌学史

「埼玉県立がんセンターにおけるMRSA分離の歴史」新井和

明、他「埼臨技会誌』43(2)185

（
つ
い
【
）2 1 歯 学 史

「医学及び歯科医学の歴史概要史上の人々(II)中世・近世」

石橋眞澄『日本臨床歯内療法学会雑誌」17(1)9-16

「日本における矯正耆の歴史的考察(その1)明治・大正・昭

和期の幻の名著を原著や複製本で展示」大野粛英、他『日

本臨床矯正歯科医会雑誌』7，90

「第1回ムシ歯予防デーの新聞記事(抄)」加來洋子、石橋肇、

渋谷鉱、谷津三雄「日本歯科医史学會々誌」21(3)138

「変革期を迎えた歯科医療と空前の保険医療制度改革‘‘医

制120年，厚生省創設50年の歴史のなかで最大の改革”の

意味するもの」川原邦彦「歯界展望』87(5)1068-1O73

「照内昇著「臨床歯科レントゲン学大要」について(抄)」佐

20産婦人科史

「足立長篇の訳書「産科礎」の成立年代(抄)」石原力『日本

医史学雑誌』42(2)226227

「古典あれこれ産褥熱の予防法の発見から手術における防

腐法・無菌法の発見まで」犬山征夫『Johns｣12(6)858-865

「妊婦スポーツの歴史と実際」越野立夫、中井章人「臨床ス

ポーツ医学』13(3)241-246

「産婦人科医学史〈3＞新生児のスワドリング」酒井シヅ

『TheFemalePatient｣9(1)巻末



久間優、村木春長、渋谷鉱、谷津三雄I日本歯科医史学

會々 誌」21(3)153

｢｢太平聖惠方」における口腔乾燥症治療について(抄)」佐

藤恭道、別部智司、戸出一郎、雨宮義弘『日本歯科医史学

會々 誌j21(3)150

｢東京歯科大学所蔵稀襯本洋書「伊澤家文庫」の書誌学的研

究(その11)分類の整備および||録の完成(抄)」塩津二郎、

森山徳長、春日芳彦、長谷川正康、石川達也「日本歯科医

史学會々 誌」21(3)142-143

｢ヨーロッパの中世・近世医療および19世紀米国歯科医療に

おける医用蛭の応用の研究(抄)」塩津二郎、森l｣｣徳長、高

崎一郎『日本歯科医史学會々 誌」21(3)158-159

｢日本で最初に開設されたライオン児童歯科院(抄)」下総高

次「日本歯科医史学會々 誌』21(3)139-140

｢日本の中世と木床義歯(抄)」新藤惠久「日本歯科医史学

會々 誌」21(3)157

｢明治36年の口腔衛生幻燈(抄)」新藤恵久、長谷川弥「H本

歯科医史学會々 誌』21(3)140

｢日本矯正歯科学会と矯正装置の歴史的考察(その2)」菅原

勇、他『日本臨床矯正歯科医会雑誌」7,91

｢異形式の抜歯鉗子、「鉗」の解釈を質す－追悼宗田一先生

一」杉本茂春『医證」(71)35-37

｢抜歯古事記と伝承インド医学の相互補完(抄)」杉本茂春

『日本歯科医史学会々 誌」21(3)148-149

｢明治期歯科医学書の文体・用語法の分析的研究(その2)保

歯新論を資料として文体の構成を考える(抄)」高崎一郎、

森山徳長『日本歯科医史学會々 誌」21(3)146

｢歯牙移植の歴史と歯根膜の創傷の治癒の解明」月星光博

｢'I1'eQuintessence｣(別冊歯牙移植の臨床像)10-19

｢古代中国の欠歯風習について(抄)」陶粟燗『日本歯科医史

学會々 誌」21(3)159-160

｢『樗雑集」牙歯門の研究(抄)」戸出一郎、佐藤恭道、別部

智司、雨宮義弘『日本歯科医史学會々 誌」21(3)149-150

｢A.GysiとB.B.McCollumが顎運動描記装置に用いた弾筆の

意義と数学的基盤(抄)」永田和弘「日本歯科医史学會々誌』

21(3)151-152

｢仏陀の歯相」中原泉『日本歯科医史学會々 誌」21(3)195-201

｢幻の日本歯科大学九段短期大学(抄)」中原泉「日本歯科医

史学會々 誌』21(3)154

｢特集：「戦後50年の医学と医療」歯科医史抄」西端公敏

「医学史研究」(70)15-19

｢歯髄の歴史(抄)」西巻明彦「日本医史学雑誌」42(2)188-189

｢東京府における明治12年から16年までの医術開業旧試験

と歯科専門での受験者｣樋口輝雄『日本歯科医史学會々誌」

21(3)163-194

｢明治18年8月刊行の『歯科全耆初篇」と訳者河田鱗也につ

いて(抄)」樋口輝雄「日本歯科医史学會々 誌』21(3)145-146

｢磁性アタッチメントの発展(抄)」平田幹男『日本歯科医史

（
［
ぬ
目
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23疾病史

「痛風とその研究の歴史痛風研究の歴史I」赤岡家雄『高尿

酸血症と痛風」4(2)6670

「痛風とその研究の歴史(第3回)日本・中国の痛風史」赤岡

家雄『高尿酸血症と痛風』4(1)lll-ll4

「喘息施設入院療法の歴史と変遷」赤坂徹「日本小児アレ

ルギー学会誌」10(3)195

「Oraltolerance(GAIJI)の歴史」朝倉均、佐藤万成「医学の

あゆみ」177(5)337-340

「レンサ球菌感染症の変遷劇症型の出現レンサ球菌感染

症の歴史」飯村達「臨床と微生物」23(1)3-12

「アレルギー研究の歴史(1)戦前篇」石崎達｢喘息｣9(2)101-105

「アレルギー研究の歴史(II)花粉症と免疫化学の進歩」石崎

達「喘息」9(3)113-117

「アレルギー研究の歴史喘息」石崎達「喘息j9(4)131-135

「ハンセン病歴史的転換期を迎えた日本のハンセン病対策」

和泉眞藏『からだの科学」(187)98-102

「第二次大戦末期のデング熱流行時における人体実験」上野

陽里「医学史研究」（70)37-44

「混合性結合組織病診断と治療の進歩概念誕生の背景とそ

の歴史」粕川禮司「日本内科学会雑誌」85(8)1191-1195

「骨髄異形成症候群(MDS)その概念の歴史的変遷」喜多嶋

康一、高橋功『日常診療と血液』6(10)12361238

「肺結核の歴史」蔵方宏昌『JMCl(59)24-25

学會々 誌」21(3)150151

｢英語圏における初期歯科医学書発達史に関する考察(その

2)Garrison-MortonのMedicalBibliographyl-5版における

取扱の変化(抄)」森山徳長『日本歯科医史学會々誌」21

(3)161-162

｢｢病草紙」にあらわれた歯科疾患風俗に関する一考察第2

報(抄)」屋代正幸、藤野砠男、小林一日出，湯浅高行

「日本歯科医史学會々 誌』21(3)156-157

｢高山歯科医学院に始まる東京歯科大学学則の分析的考察

（その2)東京歯科医学院学則について(抄)」山岸東太郎、

森山徳長、長谷川正康、石川達也「日本歯科医史学會々誌」

21(3)140141

｢小島原泰民著歯科小技について(抄)」山口秀紀、村木春長、

渋谷幸男、谷津三雄「日本歯科医史学會々 誌」21(3)144-145

●
Ｇ
①
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22史跡・記念碑

「タイ・イサーン(東北地方)のクメール系寺院遺跡見学の旅」

石|]]純郎『医證」（70)66-67

「バンコク医史跡散歩」石田純郎「日本医事新報」（3786）

48-49

「医史跡めぐり『解体新耆』の跡を訪ねて」蔵方宏昌『JMC」

（59)26-27



野健次「アレルギーの臨床」16(4)287-292

｢サイトカイン発見の歴史」渡理英二、横室公三「BIO

Clinicajll(3)216219

｢江戸の花柳病」酒井シヅ「日経メディカル』（9月臨時増刊

号)78-83

｢日本のアレルギー戦後50年の発展花粉アレルギー」信太

隆夫「アレルギーの臨床」16(2)125-130

｢平安朝物語類の中の医学(三)」白崎昭一郎「北陸医史」

17(1)74-79

｢本邦腎臓学研究史の中から」杉野信博『大塚薬報」（507）

56-58

｢熱海ロ諾館(抄)」尺次郎『神奈川医学会雑誌』23(1)161-162

｢ペスト残影その5：伝説「鼠捕り男」を感染症学から検討

すると(抄)」滝上正「神奈川医学会雑誌」23(2)396397

｢実験的口腔癌の歴史的考察及びハムスター頬襄粘膜の化学

発癌について」中島潤子『防衛衛生』43(9)327-335

｢｢痛風」という病名の歴史」中村昭「高尿酸血症と痛風」4

(2)73-80

｢西洋・中国・日本のジフテリア素描その2近世」中村

昭『日本医史学雑誌』42(3)369-388

｢胃内自律神経研究の歴史」中村正彦、秋葉保忠、幟H1正也、

他『消化性潰瘍臨床と基礎jl5(1)29-38

｢F.ファルハルトとネフローゼ症候群」深瀬泰旦『小児看護」

19(4)479

｢脚気と抗脚気ビタミンの研究史高木兼寛から牧野堅まで」

松田誠「東京慈恵会医科大学雑誌」lll(4)525-538

「||本のアレルギー戦後50年の発展MolecularbiOlOgy」眞

24耳鼻咽喉科史

「初期の副鼻腔X線診断(111)Kuttner,Herzfeld,またKuttner」

飯沼壽孝『Johns｣12(10)1542-1545

「特集耳管をめぐって耳管通気法の源流をたずねて」貝

塚代｢Johns｣12(3)403-406

「日本医科大学耳鼻IIM喉科学教室」酒井シヅ『日本医科大学

耳鼻咽喉科学教室百年史」1-13

（
め
い
［
）25種痘史

「種痘200年」石田純郎「岡山県小児科会会報」(17)14-20

「一七二一年、ボストンにおける天然痘流行と人痘法の施行

（抄)」小田泰子『日本医史学雑誌』42(2)218-219

「庖瘡絵と種痘」酒井シヅ「Clinician｣43(447)4-7

「種痘二百年17961996」長|''l谷洋治『大阪府医ニユース」

(1968)12

26獣医学史

「1850年までのオーストラリアの畜産業および獣医業の発展

ThcGrowthoftheLivestocklndustriesandtheVeterinal-y

ProfessioninAustraliatol850｣FISHER,JR.『上|本獣医

『
つ
ゃ



史学雑誌」（33)53-58

｢18世紀および19世紀におけるCLIIJ(ルーマニア)での獣医

学教育について(抄)｣GHERUGARIU,S.『日本獣医史学雑

誌j(33)63

｢21世紀にも引続き応用される獣医学、一つの提案(抄)」

LIN,J.H./YAMADA,H､/ROGERS,P.A.M.『日本獣医史学

雑誌』(33)11

｢イランにおける家畜疾病対策に使われる伝統的方法(抄)」

TADJIBAKHSH,H.｢H本獣医史学雑誌」(33)8

｢インドの獣医学(抄)｣RISHENDRA,V.「日本獣医史学雑誌』

（33)70

｢インドの獣医学のルネッサンスと現代史(抄)｣SINGH,B.

『日本獣医史学雑誌」（33)73

｢インドの獣医学の歴史(抄)｣SINGH,MP.「日本獣医史学

雑誌』（33)7

｢インドハリヤーナ地方の伝統的獣医術(抄)｣KAHNNA,

B.M./SINGH,Y.P./SINGH,R・P.『日本獣医史学雑誌」

（33)73

｢ウィーン獣医科大学における有蹄類整形診療所の設立(抄)」

KNEZEVIC,P.F.『日本獣医史学雑誌」(33)62

｢古代および中世のインドの獣医学(抄)｣KALRA,S.K.『日

本獣医史学雑誌』(33)71

｢中央及び東部ヨーロッパのいくつかの国における獣医学教

育(抄)｣VARGA,G./CABADAIR./FREUYO,L『日本獣

医史学雑誌」（33)64

｢蹄鉄の歴史(抄)｣COLLETO,L.『日本獣医史学雑誌」(33)

101

｢西ヨーロッパにおける獣医学関係史料編纂の発展(抄)」

MATHUISEN,A.『日本獣医史学雑誌」(33)61

「日本の家畜飼養および獣医学のIXIによる歴史(抄)｣RONCALLI,

RA.「日本獣医史学雑誌」(33)65

｢ニユーシーランドにおける獣医業の歴史(抄)｣SMITH,C.

H､/SHORTRIDGE,E.HIII本獣医史学雑誌』(33)9

｢動物の死に対する記念碑(抄)」勝山脩『日本獣医史学雑誌」

（33)68

「日本における獣医学の発展(抄)」勝山脩「日本獣医史学雑

誌』(33)10

｢第25回世界獣医学大会歴史部門に参加して(抄)」黒川和雄

「日本獣医史学雑誌」(33)105-lO6

｢獣医学教育における装蹄学の位置づけ(抄)」黒川和雄、多

lll政弘「日本獣医史学雑誌」(33)67

｢｢為御褒美銀三枚被下置馬療耆」（抄)」白水完児「日本獣

医史学雑誌」（33)69

｢『仮名安騏集』にみる江戸前期馬医の潟血療法」友部和弘、

他『日本東洋医学雑誌』46(6)97

｢|]本馬医巻物について(抄)」村井秀夫、松尾信一『日本獣

医史学雑誌」（33)66

函
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29小児科史

「臨床遺伝学の歴史と将来の展望」大倉興司『臨床遺伝研究」

18(1～2)1-19

「身体発育研究史に関する基礎的研究(3)」瀧澤利行、他

『民族衛生」62(付録)114-115

「こどもの医学史重症下痢症とアシドーシス」深瀬泰旦

『小児看護』19(2)217

「こどもの医学史未熟児とその治療」深瀬泰旦『小児看護」

19(3)349

「こどもの医学史自己免疫病としての糖尿病」深瀬泰旦

『小児看護』19(6)749

「こどもの医学史トマス・パージヴァルの「医の倫理｣」深

瀬泰旦『小児看護」19(8)999

「こどもの医学史手術承諾害の出現」深獺泰旦「小児看護」

19(10)1375

「小児期急性リンパ球性白血病の治療の歴史と現状及び課題」

別所文雄「臨床血液」37(10)1013

「CCUその歴史と今後のあり方」本宮武司『Therapeutic

Research｣17(8)3211-3212

「本邦における小児てんかん外科の歴史と現状」森竹浩三、

八田順子、松本吉史「小児の脳神経」21(1)1-7

27害簡

「森枳園宛の耆簡類一伊沢柏軒・小島宝素・喜多村直寛・多

紀元瑛・元佶等(抄)」町泉寿郎、小曽戸洋『日本医史学

雑誌」42(2)194-195

28言誌学

「池田文書の研究(十四)－(十五)」池田文言研究会『H本医

史学雑誌」42(1,4)95-104,603-613

「プレンクに関する書誌学的考察」石田純郎「洋学資料によ

る日本文化史の研究」(9)69-96

「西説内科撰要とその周辺」大滝紀雄「一滴津山洋学資料

館」(4)1-14

「丸山博著「森鴎外と衛生学」をめぐる読書的ノート(下)」

高橋実「医学史研究」(68)246-251

「『扶氏診断」と島村鼎甫訳の『扶氏診則」（上)」津下健哉

『日本医事新報』（3744)63-65

「山本致美訳『扶氏診断』と島村鼎甫訳『扶氏診則』（抄)」

津下健也「H本医史学雑誌」42(2)224-225

「魯西亜国漂流人口害」平位周作『忠田会誌j(6)39-56

「高岡長崎家収蔵の「蓼山翁方集」をめぐって－仮称「越

中天明類聚方」一」正橋剛二「医證」(70)4115-4137

「長崎浩斎稿「饅娚雑記」について」正橋間ll二「医認」(70)

4105-4114

（
ぬ
峰
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30神経学史

「興奮性アミノ酸研究の歴史と現在の動向」篠崎温彦「神経

銅
つ
④



精神薬理」18(5)345-365

｢知覚とその障害症候学ならびに歴史的回顧」田中寛郷、

濱田秀伯『精神科診'釿学」7(3)293-304

｢CTによる冠動脈石灰化検出の意義歴史的背景」渡辺滋、

他『胸部CT検診」3(1)99-100
寸
つ
や

32整形外科史

「結晶誘発性関節炎の視点概念確立の歴史」岡崎太郎「高

尿酸血症と痛風」4(1)19-26

「仮義肢制度の歴史的経緯｣長尾竜郎「日本義肢装具学会誌」

12(4)239-244

31診断学史

「高脂血症診療ガイドライン米国NCEPの歴史と評価」板

倉弘重rIYleLipidj7(2)150-155

「消化管内視鏡の歴史と展望」市岡四象『日本医師会雑誌」

116(2)2-7

「高速・超高速イメージング歴史的発展と技術的現状」巨

瀬勝美『日本磁気共鳴医学会雑誌j16(6)227-233

「心電学研究の歴史をめぐって心電計はどこまで小さく、

かつ、軽く成り得るか？重機械からミリ・マシーンへの

100年」岡島光治『心電図』16(3)297-300

「三次元画像処理技術の歴史」周藤安造『臨床放射線」41

(11)1159-ll65

「flowcytometers歴史及び測定原理」TakaradaKaoru

「SysmexJournallnternalional｣6(1)83-90

「細胞診-癌診療における寄与と問題点細胞診のシステム化

歴史的背景と問題点」田中昇「癌の臨床」42(9)881-885

「腫瘍マーカー研究の歴史と現況」松岡雄治「日本臨床』54

(6)1479-1485

｢動脈脈波の進歩解説歴史と展開」柳沼淑夫『循環器科」40

(1)1-4

33精神医学史

「｢精神病学教授榊俶申報」（一八八八年)より」『呉秀三先生

記念精神科医療史資料通信」（36)29

「｢精神病患者実験記事」（その7)」「呉秀三先生記念精神科

医療史資料通信」（36)30-39

「｢精神病患者実験記事」（その8)(第9例、第二例追加、第15-

17例)」『呉秀三先生記念精神科医療史資料通信』（37)20-32

「｢精神病者実験記事」（その9)(第18-23例)」『呉秀三先生

記念精神科医療史資料通信』(38)618

「クラフト・エービング教科書(疾患分類の部分)」『呉秀三

先生記念精神科医療史資料通信」(37)1-7

「資料解題」「呉秀三先生記念精神科医療史資料通信」（36)40

「対談竹村堅次先生にうかがう「私の生きた時代を背景と

した精神科医療における個人的体験｣」「呉秀三先生記念精

神科医療史資料通信」（38)付録

一
・
・
「
｝
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｢児童青年精神科の臨床その歴史自閉症協会発足当時のこ

と」東海敬『こころの臨床ア・ラ・カルト』15(2)135-137

｢『我が国における精神衛生施策について』（上)」日本精神

衛生会・日本精神病院協会『呉秀三先生記念精神科医療史

資料通信』（38)32-35

｢『トリータイス・オン・インサニテイ」(1883年)より」ハ

モンド『呉秀三先生記念精神科医療史資料通信」(36)18-28

｢｢ワッセルマン以前における進行麻嘩の診断学｣」原田憲一

『呉秀三先生記念精神科医療史資料通信」（37)33-37

｢心身医学における精神分析の寄与歴史的展望と今日的理

解」松波聖治『心身医学』36(1)57-62

｢精神病の治療史疾病観と治療法」八木剛平、田辺英「精

神神経学雑誌」98(9)603-611

｢｢民俗優生保護法案｣」荒川五郎「呉秀三先生記念精神科医

療史資料通信」（38)19-24

｢Schizophreniaの訳語の歴史」岩舘敏晴、牛島定信、大野裕、

他「精神神経学雑誌」98(4)239-244

｢児童青年精神科の臨床障害者教育・福祉の歴史根底に潜

み続けた社会防衛論・社会効用論」小出進「こころの臨床

ア・ラ・カルト」15(2)132-134

｢明治期における精神病患者監護法制私宅監置制度と精神

病者監護法」岡田昭夫「東京医科大学紀要」(22)93-110

｢患きもの再論(抄)」岡田靖雄『日本医史学雑誌｣42(2)162-163

「日本における早発癬呆一「(精神)分裂病」概念の受容」岡

田靖雄『日本医史学雑誌』42(1)3→27

｢｢裁判筈学提綱」にみる「狂」の用語について(抄)」小曽

戸明子『日本医史学雑誌」42(2)208-209

｢精神歴史学と精神政治学の歴史と展望」小田晋「日本社会

精神医学会雑誌』4(2)163-172

｢｢一本堂行餘髻言」巻之五(その二)－完結」香川修徳『呉

秀三先生記念精神科医療史資料通信」(3638)1-17,8-20,1-5

｢｢精神病の薬物療法」（その一)」久保喜代二、光信幸「呉

秀三先生記念精神科医療史資料通信」(38)25-31

｢Psycho-Oncology-がんと心身医学サイコオンコロジーの歴

史と概念」河野博臣「心身医学j36(4)283-290

｢ラ・サルペトリエーIASALPm､RIERE(シャルコ生誕百周ｲf

記念出版)(その3)」斎藤徹『科学医学資料研究」(259)1-8

（
ふ
い
目
）

35西洋医学史

「クワックについて」石田純郎「岡山大学大学院文化科学研

究紀要」(2)199-214

「ラトビア、ポーランド医療文化史の旅」石田純郎『医證j

(71)4199-4208

「中世の施療院からL'H6tel-DieudeBeauneの場合」永井廣

『日本歯科医史学会々 誌」21(3)135

「英国の国民保健サービスの歴史とその改革の行くえ」中西

範幸、多田羅浩三「日本衛生学雑誌」51(3)657-665

「ヨーロッパにおける精神医学と政治」ホセ･M･コメレ

ｍ
ｃ
Ｃ



ス／北西潤子(訳）『科学医学資料研究』(265)1-7

｢古代エジプトで開頭術が行われたか自験例の再検討」森

本岩太郎『日本赤十字看護大学紀要」(10)1-11

｢ノヴアラ号軍医EdwardSchwarz博士の漢方薬蒐集〔遺稿〕」

安田純一「医證」（70)4089-4094

医療制度改革3-4」石出猛史『千葉医学雑誌」72(2,4)121-

128,225233

｢<資料〉「築城全書名義解」（写本国立公文書館蔵)につい

て－大野藩洋学館旧蔵の引用蘭書目一」岩治勇一『奥越史

料」(25)97-111

｢尾張藩医浅井家について」伊藤嘉紀「名古屋医史談話会開

放j(18)1-9

｢北陸の民俗医療」今村充夫「北陸医史j17(1)1-6

｢大野民間信仰医学」岩治勇一『福井産婦人科医報』（23)24

｢広島原爆救護活動補遺(抄)」江川義雄「日本医史学雑誌』

42(2)216217

｢京都の眼科医たち」奥沢康正『啓迪」(14)27-32

｢三重県志摩郡越賀における産婦保養所の歴史とその変遷」

坂口けさみ、他『日本看護研究学会雑誌」19(3)43-44

｢札'幌徽毒院について(抄)」島田保久、横田一郎、黒川一郎、

片岡是充、長瀬清、吉田信『日本医史学雑誌』42(2)274-275

｢京都の医療史跡」杉立義一『日本胸部外科学会誌」（第44

回臨時増刊)1635-1656

｢京都療病館ほか資料補遺」宗田一『啓迪」(14)13-16

｢金沢大学医学部における解剖体法要に関する資料」寺畑喜

朔『北陸医史』17(1)12-22

｢華岡青洲及び春林軒塾に関する岡山県内資料(抄)」中山沃、

石田純郎「日本医史学雑誌』42(2)228-229

｢尾張藩・名古屋を中心とした江戸時代の医療の流れ(其の

や
つ
の

3 7生理学史

「脳循環機序を巡る歴史的変遷」後藤文男『脈管学」36

(9)551

「血液カス測定の歴史」諏訪邦夫『呼吸」15(7)746750

「ハーヴエイ以前の血液循環理論について(抄)」藤倉一郎

「日本医史学雑誌』42(3)437-438

「大脳生理学史余話」松本淳治「医学史研究」(69)21-27

「手法が確立するまで血液カガスと呼吸管理の領域から

PEEPその歴史を飾る多彩な理論」丸川征四郎「l1乎吸と循

環」44(9)905-909

（
ぬ
の
『
）

38地方史

「北越戊辰戦争における富山藩関連病院・医師について－と

くに金岡湊勝亮著『越後出張日誌jを中心にして－」赤祖

父一知『北陸医史」17(1)4666

「蝦夷地とロシアー北辺医史学の背景としての日露関係一

（抄)」秋月俊幸「日本医史学雑誌」42(2)150155

「幕末における千葉県の医療制度に関する考察(II)佐倉藩の



医史学雑誌』42(2)202-203

｢医学史随想乳癌ホルモン療法の発祥」泉雄勝「乳癌の臨

床」11(2)295-297

｢ブラッドアクセスの歴史的変遷と今後の課題」太田和夫

『臨床透析」12(7)787-794

｢白血病治療の歴史と将来展望」小川一誠「治療学』30(10)

ll87-ll90

｢経腸栄養の進歩と歴史」金田一彦「NewDietTherapy｣12

(3)116122

｢猯療の歴史心血管疾患におけるホスホジェステラーゼ阻

害薬」清野精彦『治療学」30(11)1323-1327

｢治療の歴史利尿薬」越lll昭三『治療学』30(6)729-735

｢喘息治療の歴史と展望(4)－(7)」小林節雄「アレルギーの

領域」3(3,5,7,10)348350,612-615,902-904,1302-1304

｢在宅治療の歴史的背景と現状」城谷典保、亀岡信悟

『MedicalPractice｣13(臨時増刊)54-57

｢換気補助療法の歴史と現在の評価逆転の歴史」諏訪邦夫

「呼吸と循環」44(5)493-497

「成長ホルモン療法の歴史」諏訪城三『小児内科」28(3)

317-322

｢緩和ケアとは何か歴史,現在,これから」武田文和「|臨床看

護』22(13)1837-1841

｢模型肺開発の歴史的背景と現在｣土肥俊之｢模型肺｣(19)49-53

「中国一六世紀以前の潟血療法(抄)」友部和弘、真柳誠「日

二一三)」奈倉道治「現代医学」43-44(3,1)629-632,173-178

｢仙台郷土研究石川杏庵のこと－福沢諭吉らと渡米した湧

谷の医師」西H1耕三『ｲ111台郷土研」19(2)

｢四国農村医学会の20年その歴史を振り返り農村医学の将来を

腱望する」坂東玲芳「日本農村医学会雑誌」44(6)830-838

「｢高岡詩話」にみる医史学的記述(下)」正橋剛二「北陸医

史』17(1)30-45

｢津軽における貞亨、元禄年間のケシ栽培の実態(抄)」松木

明知「日本医史学雑誌」42(2)192-193

｢郷士医史明治の鹿児島医学史(その61-63)」森重孝『鹿

児島市医報」35(3,5,7)43-46,56-58,46-48

「群馬県下に残る医療民族：咳止め信仰とその祈願様式につ

いての考察(抄)」湯浅高行、藤野砠男、小林一|｜出、屋

代正幸『日本歯科医史学會々 誌』21(3)147

「開拓使時代の医療」吉田信『日本医史学雑誌」42(2)144-149

（
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3 9治療史

「治療の歴史結核の化学療法」青柳昭雄「治療学」30(7)

841-844

「BronchoalveolarLavage歴史と意義」泉孝英『呼吸』15(1)

85-89

「キナ伝説の里、チンチョンとチンチョン伯爵夫人」泉彪之

助「日本医史学雑誌」42(4)581-588

「チンチョン伯爵夫人とキナ渡米伝説(抄)」泉彪之助『日本

吟
つ
ゃ



本医史学雑誌」42(2)184-185

｢治療の歴史糖尿病に合併する動脈硬化症の成因解明とそ

の予防と治療」中井継彦『治療学j30(5)613-618

｢欧米における自然医学の歴史振替医学としてのオステオ

パシー」中島文保『マニピユレーシヨン」11(2)52-55

｢欧米における自然医学の歴史振替医学としてのカイロプ

ラクティック」中島文保「マニピュレーション』l1(3)90-94

｢欧米における自然医学の歴史振替医学としてのナチュロ

パシー」中島文保「マニピユレーシヨン」11(4)90-93

｢抗リウマチ薬の開発とその臨床評価抗リウマチ薬開発の

歴史」橋本明「臨床薬理」27(1)363-364

｢江戸時代の在宅医療(3)、(4)」昼田源四郎『在宅医療j3(2-

3)65-68,51-55

｢治療の歴史脳梅毒による痴呆の発熱療法」廣瀬貞雄「治

療学』30(9)1071-1074

｢中世における濾血紗)」藤倉一郎「日本医史学雑誌』

42(2)186187

｢わが国における透析医療の歴史」前田貞亮「大塚薬報」

（506)54-58

｢治療の歴史サイトカンの臨床応用」増子佳世、西岡久寿

樹「治療学」30(1)117-120

｢日本における抗菌療法歴史的考察」MitsuhashiSusumu,

IyobeShizuko,InoueMatsuhisanournaloflnfectionand

Chemotherapy｣1(3)153-165

｢癌治療の歴史と将来の展望膵臓癌に対する広範囲の手

術」Miyazakiltsuo,UenoKeiichi,NagakawaTakukazu

「HokkaidoUniverSibrMedicalLibrarySeries｣35,243-249

「日赤通俗救急処置について」向井康子、Ⅱ|口秀紀、渋谷鉱、

谷津三雄『日本歯科医史学会々 誌」21(3)137

「日本における衛生害虫用薬斉llとしてのジクロルボスの有用

性ジクロルボス製剤使用の歴史」武術和雄「生活と環境〕

41(7)16-18

｢透析医学腎性骨異栄養症のビタミンD治療の歴史」森井浩

世『大塚薬報」(513)56-58

｢透析医学の歴史」森井浩世、井上隆、松下義樹、他「大塚

薬報」（505)52-55

｢民間急救療法(抄)」谷津三雄、渋谷鉱「日本医史学雑誌」

42(2)264-265

｢治療の歴史アミオダロン」山口巖『治療学』30(4)497-500

｢抗菌薬開発の歴史と耐性菌の変遷」山口惠三『Therapeutic

Research｣17(10)3709-3716

｢アニマル・アシステッド・セラピーその歴史・定義・分

類」横山章光「こころの臨床ア・ラ・カルト」15(4)357-361

「日本における作業療法の歴史(抄)」吉見契子、鈴木明子

『日本医史学雑誌」42(2)266-267

“
己
④

（
Ｃ
①
［
）

40伝記

「赤城信一について(第1報)(抄)」上田智夫、小竹英夫、宮



テルレンを中心に」梶田昭『医学史研究」（68)232-235

｢人・土地・業績LudwigEdinger(1855-1918)」古川哲雄「神

経内科」44(6)570-575

｢シリーズ名医の足跡を訪ねて13詩人木下杢太郎こと太

田正雄」『MedicalTribune｣29(27)20

｢太田正雄(木下杢太郎)の医学ノートについて(抄)」黒川一

郎、島田保久、吉田信『日本医史学雑誌」42(2)258-259

｢病める者と医する者大塚敬節先生に学びしこと」藤井美

樹『H本東洋医学雑誌」47(2)185-194

｢シリーズ名医の足跡を訪ねて21九州大学を創設した大

森治豐」『MedicalTribunel29(45)26

｢洪庵と適塾の人びと」梅溪昇「日本公衆衛生雑誌」43(10

特別附録I)47-49

｢シリーズ名医の足跡を訪ねて16近代日本の英才を育成

した緒方洪庵」『MedicalTribunej29(33)16

｢｢野口英世』伝の編蟇者奥村鵺吉のこと」阿部俊男『なが

はま(野口英世博士ゆかりの細菌検査室保存をすすめる

会)」（22)42-46

｢奥村良筑吐方発明二百年記念会に関する資料」寺畑喜朔、

奥村忠、長門谷洋治「医證」（70)4095-4103

｢｢医語類聚」の著者海軍大軍医奥111虎章」深瀬泰旦「日

本医史学雑誌」42(1)29-48

｢｢医語類聚j(奥山虎章）とMedicalLexicon(Robley

Dunglison)(抄)」深瀬泰旦『日本医史学雑誌』42(2)204-205

下舜一『日本医史学雑誌』42(2)272-273

｢わが国で最初の洋式病院を開いたルイス・デ・アルメイダ」

前田宏明『メディアサークル」41(2)83-87

｢猪狩三等軍医墓誌銘一その空白と所在一」森富『鴎外」

(58)1-5

｢石黒忠惠「懐|日九十年」戊辰と昭和一労研図耆館：近・現

代史資料めぐり〈その6>」野沢浩「労働の科学」51(9)

614-615

｢石黒忠蔦「懐旧九十年」戊辰と昭和(続)－労研図書館：

近・現代史資料めく、りくその7>」野沢浩『労働の科学」

51(10)682-683

｢シリーズ名医の足跡を訪ねて14日本植物学の始祖伊藤

圭介」「MedicalTribune｣29(29)24

｢平成7年度津|｣｣洋学資料館特別展報告わが国最初の理学博

士伊藤圭介の博物学」「一滴津山洋学資料館」(4)73-87

｢医師岩崎鼎吾の戦中日誌」斉藤尚武(岩lll奇達氏）『東風」

34(3.4)1-24

｢英医ウイリスと久留米藩一薩摩と中山家一」中山茂春『忠

田会誌」(6)18-38

｢先達医家の肖像<64>BartolomeoEustachio(1515頃-1574)」

酒井シヅ「MedicalDigest｣(340)巻末

｢江口襄の欧州行記事および履歴書」小関恒雄『医證」(71)

1-14

｢鴎外の『題言」から見えてくるものうリードリヒ・エス
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｢済生学舎と小比木信六郎」横川弘蔵「日本医科大学耳鼻咽

喉科学教室百年史」15-54

｢笠原白翁の今日的意義」白埼昭一郎『福井県医師会だより』

（425)33-34

｢シリーズ名医の足跡を訪ねて12種痘の普及に尽力した

笠原良策」『MedicalTribune｣29(25)40

｢!1｣国名医の足跡二十ﾉL代続いた医家何氏」吉｢Ⅱ荘人『東

洋医学」24(3)79-82

｢シリーズ名医の足跡を訪ねて11日本住血吸虫を発見し

た桂田富士郎」「MedicalTribune｣29(23)14

｢人と時代カハール先生のふるさとを訪ねて－1，11」生田

房弘『ミクロスコピア』13(1-2)24-35,76-83

｢先達医家の肖像<69>MoritzKaposi(1837-1902)」酒井シヅ

「MedicalDigest｣(345)巻末

｢ガレノス『魂の能力は身体の混合に依存する」－序論・翻

訳・訳注一」土屋睦廣『明治薬科大学研究紀要』、51-94

｢畏友故河崎屋三郎先生の遺徳を頌う」加藤豊明「北陸医史」

17(1)80-83

｢中国歴代の名医肖像伝記中国名医100人連載29魏玉閏

『漢方医薬新聞」(197)5

｢シリーズ名医の足跡を訪ねて22公衆衛生の発展に貢献

した北里柴三郎」『MedicalTribune｣29(47)24

｢中国歴代の名医肖像伝記中国名医100人連載23虞傳」

『漢方医薬新聞』(189)6

｢｢日本誌』（ケンペル)の図版について－館蔵各国語版と英

訳版との図版の照合一」大村隆「ビブリア』(106)113-120

「中国歴代の名医肖像伝記中国名医100人連載21江曜」

「漢方医薬新聞」(186)6

｢対談人間探訪一偉人たちの生と死一第6胆l古今亭志ん生

と脳溢血」矢野誠一、酒井シヅ「ライフエ」(6)1-3

｢野|」英世渡米初期の友児玉信嘉」石原理年「ながはま

（野口英世博士ゆかりの糸lll菌検査室保存をすすめる会)」

（22)2632

｢後藤新平研究(VIII)帝都復興計画の基本構想」小野寺伸夫

「医学史研究」(70)31-36

｢対談人間探訪偉人たちの生と死第八回小林一茶と

’|｣風」金子兜太、酒井シヅ『ライフエj(8)1-3

｢鍼灸老舗の人々 (66-72)駒井一雄(1-7)」上地栄「医道の日本』

55(612)205-208,205-208,189-192,204-207,186189,190-193,

210-213

｢｢報徳全耆」に見る齋藤玄昌について－種痘接種の時期と

年齢一」中野正人『壬生史考』(16)12-17

｢佐伯理一郎と京都(七)－『普通看病学jについて」長門谷

洋治「啓迪」(14)17-25

｢シリーズ名医の足跡を訪ねて15近代外科学の基礎を築

いた佐藤三吉」「MedicalTribune｣29(31)16

｢シリーズ名医の足跡を訪ねて9「順天堂」を創始した佐

藤泰然」『MedicalTl･ibunej29(18)12
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｢ジェンナーの『牛痘の原因および作用に関する研究』を読

む」深瀬泰旦「川崎市小児科医会会誌j(28)13-26

｢ジェンナーの種痘発明から200年(座談会)」山崎修道、加

藤四郎、蟻田功・橋爪壮・加藤達夫『感染症」26(2)45-60

｢ジェンナーをめぐる二、三の話題(抄)」石田純郎「日本医

史学雑誌」42(2)220-221

｢ノヴァラ号軍医EduardSchwarz博士の漢方薬蒐集遺稿」

安田純一『医證」（70)4089-4094

｢順天堂門人須田経哲とその周辺」青木歳幸「'三|蘭学会会誌』

21(1)23-36

｢中国歴代の名医肖像伝記中国名医100人連載25藤立斉」

『漢方医薬新聞」(192)6

｢追‘|卓宗田一先生」長門谷洋治『医学史研究」（69)46

｢追悼宗田一日本医史学会常任理事」岩治勇一、寺川喜朔、

末中哲夫，中川米造，古西義麿，岩井鉱治郎，石田純郎，

半井英江『医識』(71)23-34

｢宗田一先生の思い出」真柳誠『漢方の臨床」43(9)99-101

｢中国歴代の名医肖像伝記中国名医100人連載22孫一奎」

「漢方医薬新聞j(187)5

「日本の労働生理学の先駆者高橋孝太郎」松藤元『労働科

学」72(6)227-238

｢古典あれこれ箱館戦争でフランス医学と赤十字条約を実

践した高松凌雲の生涯」犬山征夫『Johns｣12(5)708-715

｢高安病の発見者高安右人(たかやすみきと)(1860～1938

｢<90年代の訪問〉（56)江戸東京博物館一シーポルト父子の

みた日本一生誕200年記念企画展」三浦豊彦「労働の科学」

51(9)584-587

｢人とll寺代シーボルト生誕二百年ヴユルツブルク・ウィ

ーン・長崎の記念碑をたずねて」池田和彦『ミクロスコピ

ア」13(4)244-257

｢ライデンにおけるフォン・シーボルト」ヘルマン・ムース

ハルト『戸定論叢(松戸市戸定歴史館)j(2)

｢シーボルト生誕200年」古川明「杉並IX医師会雑誌」(2)

133-137

「シーボルトコレクション1－2」大滝紀雄『神奈川県保

険医新聞』(1338-1339)

｢シーボルト生誕200年に想う」大滝紀雄『神奈川県保険医

新聞」(1333)

｢1814年米国で発行されたBenjaminJamesの啓蒙書の耆誌

学的研究（抄)」春日芳彦，森山徳長，本間孝『日本歯科

医史学會々 誌」21(3)160

｢新しい予防接種Iエドワード・ジェンナーの生涯と業績」

近藤均、酒井シヅ「小児科|臨床』（別刷）

｢EdwardJennerの業績」加藤四郎『臨床とウイルス」24(2)1

｢現代ウイルス学よりみたジェンナーの論文と伝記について

（抄)」加藤四郎『日本医史学雑誌」42(2)156159

｢写真で見るJennerの足跡と種痘」加藤四郎『感染症」

26(2)61-68
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年)」河崎一夫『日本眼科学会雑誌』100(臨増)120

｢シリーズ名医の足跡を訪ねて8日本初の医学博士田口和

義」「MedicalTribunej29(16)14

｢医聖田代三喜の子孫」川島恂二「古河市医師会報j(28)

｢田邉一雄と複十字会活動(抄)」田邉正忠『神奈川医学会雑

誌」23(1)162-164

｢シリーズ名医の足跡を訪ねて20心臓刺激伝導系を発見

した田原淳」「MedicalTribune｣29(42)16

｢レオナルド・ダビンチの人体解剖図に学ぶ」米山栄「医道

の日本』55(6)209-212

｢｢医心方」の編纂者丹波康頼後漢霊帝後高説、医学の師な

と・を中心に」谷田伸治『漢方の臨床』43(5)965-976

｢天然痘撲滅の長い旅路十三「|場だまりの樹」の主人公手

塚良仙光亭」深獺泰旦『JMS｣(20)56-57

｢徳川昭武公の『順天堂入院日誌jについて(第二報)(抄)」

中西淳朗『日本医史学雑誌」42(2)260-261

｢シリーズ名医の足跡を訪ねて18わが国近代薬学の父長

井長義」「Medical'Ii-ibunej29(38)44

｢永坂石壌(周二)の小伝と日本整形外科への功績(抄)」蒲原

宏『日本医史学雑誌」42(2)246247

｢シリーズ名医の足跡を訪ねて24本土に先駆け牛痘種痘

を行った仲地紀仁」「MedicalTribunej29(51)24

｢医聖永田徳本について」西條護「医道の日本」55(9)212-213

｢徳本を訪ねて」大友一夫「漢方の臨床」43(5)939-955

｢中山忠直伝一現代漢方復興の恩人一」多留淳文『漢方の臨

床』43(7)1485-1511

｢追悼ジヨセフ・ニーダム博上」塚原東吾『科学史研究」

35(197)44-46

「シャルル・ニコルの業績発疹チフスとトキ､ノプラズマの

研究」海老沢功「熱帯』29(l～82)41-44

「シリーズ名医の足跡を訪ねて19シーボルトの愛弟子二

宮敬作」『MedicalTribunej29(40)14

｢石州浜田藩口中医二宮彦可について(抄)」上潟口武、青笹

好之、嶋村昭辰「日本歯科医史学會々 誌』21(3)157-158

｢帰国時における歓迎一新聞報道にみる野口英世博士」武田

栄夫『ながはま(野口英世博士ゆかりの細菌検査室保存を

すすめる会)｣(22)37-41

｢児玉信嘉宛野口英世16書簡(抄)」石原理年『日本医史学雑

誌』42(2)234-235

｢"済生学舎”と野口英世博士発見」小南長次郎「ながはま(野

口英世博士ゆかりの細菌検査室保存をすすめる会)」（22)49

｢デンマークの師・マッセン博士に宛てた野口英世の書簡

（抄)」石黒達也「日本医史学雑誌」42(2)232-233

｢本学所蔵の野口英世の伝記について(その4)」矢ケ崎康、

他「松本歯学」22(2)226227

｢シリーズ名医の足跡を訪ねて5細菌ハンター野口英世」

『MedicalTribune｣29(10)19

｢メキシコの野口英世」大滝紀雄「ながはま(野口英世博士
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｢17世紀後半の日蘭医学一原三信を中心に」酒井シヅ「日蘭

のかけ橋』(11)80-91

｢原田病発見と原田永之助博十の生涯」藤野貞「日本眼科学

会雑誌』100(臨増)120

「ヒポクラテスと性感染症」斉藤博『日本性感染症学会誌」

7(1)161-162

「ヒポクラテスについて序説」園本厚「九大医学部同窓会

誌学士鍋」（98)19-25

｢卵管の発見者、ガブリエーレ・ファロッピオについて(抄)」

藤田尚男『日本医史学雑誌j42(2)200-201

「先達医家の肖像<65>JollannesAndreasGribFibiger(1867-

1928)」酒井シヅ『MedicalDigest｣(341)巻末

｢Vogt夫妻」萬年甫「ClinicalNeurosciencejl4(3)354-356

｢先達医家の肖像<66>AuguSteForel(1848-1931)」酒井シヅ

『MedicalDigest｣(342)巻末

｢HansBergerとうつ病(その2)｣ll1口成良『北陸神経精神医

学雑誌」9(1-2)59-60

「古典あれこれクロード・ベルナールー血管運動神経の発

見と内部環境の定常性への着想一」犬山征夫「Johnsl12

(3)408-414

「先達医家の肖像<68>FriedrichGustavJacobHenle(1809-

1885)」酒井シヅ「MedicalDigest｣(344)巻末

「中国歴代の名医肖像伝記中国名医100人連載28膠希雍」

『漢方医薬新聞」(196)6

ゆかりの細菌検査室保存をすすめる会)』（22)4849

｢野口英世「物語」の発見」尾崎光弘『ながはま(野口英世

博士ゆかりの細菌検査室保存をすすめる会)｣(22)2-11

｢野口英世の伝記についての忘備録」枝重夫「ながはま(野

口英世博士ゆかりの細菌検査室保存をすすめる会)」（22)47

｢先達医家の肖像<67>SamuelCFHahnemann(17551843)」

酒井シヅ「MedicalDigest｣(343)巻末

「ルイ・パストウールの画像と言葉(抄)」大村敏郎「神奈川

医学会雑誌」23(2)396

｢長岡の生んだ医学者・政治家長谷川泰伝(其の六)－済生学

舎廃校の歴史(後篇)」唐沢信安『長岡郷土史』(33)116-130

「シリーズ名医の足跡を訪ねて6全麻下乳癌手術を行った

華岡青洲」「MedicalTribune｣29(12)20

｢特集ババンスキーと錐体路」『BrainMedical｣8(4)

「罪なきババンスキーの足ゆび一InnocentBabillski'sToesin

Art」豐倉康夫「BrainMedical｣8(4)351-357

｢ババンスキー徴候の歴史,生理学,臨床的意義」GijnJanvan

『BrainMedical｣8(4)379-385

「ババンスキー徴候発見史」田代邦雄『BrainMedicalj8(4)

373-378

「ババンスキーとその時代」岩田誠「BrainMedical｣8(4)

359-366

「ババンスキーの症候群」古川哲雄『BrainMedical｣8(4)

367-372
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｢マイモニデスの銅像・墓・ヘブライ語表記」泉彪之助「日

本医史学雑誌』42(3)389-398

｢蘭学者牧穆中」福島和久「一滴津山洋学資料館』(4)39-47

｢増田隆先生の医史学的考察」奥沢康正『日本眼科学会雑誌」

100(臨増)119

｢追悼松田方一先生」小松良夫『医学史研究」（69)45

「日本の脳研究者たち松原三郎1877-1936年」岡田靖雄

『BrainMedical｣8(3)325-328

｢マルピーギの医学論」伊藤和行「日本医史学雑誌」42(1)

49-59

｢古典あれこれメニエール病にその名を残したProsper

Meniere」犬山征夫『Johns｣12(11)16861691

｢科学技術の開拓者たち6遺伝法則の発見者グレゴア・ヨハ

ン・メンデル」月澤美代子「科学技術ジャーナル」5(9)42-43

｢WilliamThomasGreenMorton」酒井シヅ「ClinicalNeuro-

science｣14(5)595

｢シリーズ名医の足跡を訪ねて17軍位最高位を極めた森

鴎外」「MedicalTribune｣29(36)24

｢森鴎外作「なかじきり」解釈の試み－「医」に関する言及

をめぐって(抄)」志田信男「日本医史学雑誌j42(3)442-443

｢森鴎外のライプチッヒにおける衛生学研修(抄)」武智秀夫

『日本医史学雑誌」42(2)238-239

｢シリーズ名医の足跡を訪ねて10人工癌に初めて成功し

た山極勝三郎」「MedicalTribune｣29(20)20

｢鍼灸老舗の人々 (64-65)山本新梧(17-18)」上地栄「医道の日

本」55(4-5)203-206,207-210

｢吉益東洞「建珠録』に登場する越中の僧達真宗僧侶の東

洞医説受容の一形跡」寺澤捷年、土佐寛順、伊藤隆、他

『日本東洋医学雑誌」46(5)735-746

｢吉益東洞顕彰碑記」吉益東洞顕彰碑建設会37

｢吉村喜作博士とバビンスキー徴候(抄)」田代邦雄『日本医

史学雑誌」42(2)210-211

｢中国歴代の名医肖像伝記中国名医100人連載20李艫」

「漢方医薬新聞」(184)6

｢レオナルド紀行一フィレンツェ、ミラノ、ローマ、マドリ

ッド、ウィンザー－(抄)」裾分一弘「日本歯科医史学會々

誌』21(3)136

｢中国歴代の名医肖像伝記中国名医100人連載24槙全善」

『漢方医薬新聞j(191)5

｢アルブレヒト・フォン・ローレツの「皮層病論一斑」（抄)」

今泉孝「日本医史学雑誌』42(2)244-245

｢お雇い外国人医学教師に関する洋学史的研究-Dr.

AlbrechtvonRoretzに関する一考察一」小形利彦『岩手大

学大学院人文社会科学研究科研究紀要」(3)1-9

｢対談人間探訪一偉人たちの生と死一第5回(ドイツオペラの巨匠）

ワーグナーと狭心症」三枝成彰､酒井シヅ『ライフェ』(5)1-3

｢野口博士の恩師・渡辺鼎小伝」田崎公司「ながはま(野口

英世博士ゆかりの細菌検査室保存をすすめる会)j(22)1625
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｢忠田所蔵耆翰一広瀬家と忠田(一)」田中芳胤『忠田会誌」(6)

｢パストウールとメチニコフ」斎藤和久「感染．炎症．免疫」

26(3)178-183

｢二人の「徳本｣、二冊の「梅花無尽蔵｣」大友一夫『漢方の

臨床」43(6)1303-1304

｢お雇い医学教師ヘーデンの二人の血縁」蒲原宏「日間学会

通信1(66)

41伝記（双）

「浅田宗伯と黄遵憲(抄)」陳捷「日本医史学雑誌｣42(2)176-177

「第5回特別展に関する安藤文澤・太郎関係資料について」

寺島正芳「研究紀要」(2)55-75

「宇田川玄随が江馬藺斎に出した手紙一間斎が蘭学に入門し

た時-(1)｣幸田正孝｢津111洋学資料館友の会だより」(29)2-4

「エステルレンとウイルヒヨウーそれぞれの十九世紀」梶田

昭『医学史研究」(69)12-15

「『医則発揮』の著者河津省庵と|''1人山川揚庵」石原昴「日

本医史学雑誌』42(4)659-660

「高坂駒三郎と旧蔵耆簡一森鴎外耆簡なと≦(抄)」小田晧『日

本医史学雑誌」42(2)236237

「開国前後の日本における西洋英雄伝一小関三英と箕作玩甫の

ナポレオン伝一｣岩下哲典『一滴津山洋学資料館』(4)49-71

「小松緑と野口英世」中村澄夫『ながはま(野口英世博士ゆ

かりの細菌検査室保存をすすめる会)」（22)32-36

「高岡長崎家と京都小石究理堂一医家門人'帳研究余滴一」正

橋剛二「医證」(71)15-22

「高岡長崎家の子弟教育について一四代蓬州、五代浩斎を中

心に－(抄)」正橋l1lj二『日本医史学雑誌」42(2)230-231

「高木兼寛先生と森林太郎一脚気の予防・治療について－」

「|｣村政夫『福井県医師会だより」(420)22-23

「高山紀斎家について－池田家所蔵の古文書から一」横Ill好

文『日本歯科医史学會々誌』21(3)143

42伝染病史・防疫史

「北里柴三郎口述中川愛咲編纂「伝染病研究講義」の内容及

びインフルエンザ菌の発見について(抄)」会田惠、田口文

章「日本医史学雑誌」42(2)198-199

「フラカストロの伝染理論(抄)」伊藤和行「日本医史学雑誌』

42(2)222-223

「予防接種の歴史」大谷明『小児科臨床」49(4)559-563

「医学における因果関係の推論疫学での歴史的流れ」津田

敏秀、馬場園明、三野善央、他『日本衛生学雑誌」51(2)

558-568

「梅毒から性感染症」111本俊一『臨床と研究」(858)1485-1486

「疾病史のに|｣のペスト(抄)」和気朗「神奈川医学会雑誌」

23(2)397-399
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43東洋医学史

「医易の成立とその時代背景｣飛見立郎｢北陸医史』17(1)7-11
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｢韓国における二硫化炭素中毒とその社会的ならびに歴史的

背景」LeeEunil(韓国)、KimSoonduck,KimHaeioon,他

「JournalofOccupationalHealthj38(4)155-161

｢第47回日本東洋医学会学術総会、そして中国からの日本漢

方批判」秋葉哲生「漢方の臨床」43(6)13351339

｢五行一中国古代医学の枠組み概念其の二、其の三(抄)」

家本誠一『日本医史学雑誌」42(3)432-433,434-435

｢素問・霊枢に於ける血管及び血管病の記載について(抄)」

家本誠一「日本医史学雑誌」42(2)180-181

｢淳干意伝記考(抄)」猪飼祥夫「日本医史学雑誌』42(2)166167

｢医療へのリンケージ18イスラム圏の成立後、アラブの民

俗医学ユナニが誕生」池上正治「ばんぶう』(1月)148149

｢医療へのリンケージ19ユナニ医学の成立前に光を放つメ

ソポタミア文明」池上正治『ばんぶう」（2月)138-139

｢医療へのリンケージ2Oペルシャを舞台とした古代の東西

交渉の光と影」池上正治『ばんぶう」（3月)140-141

｢チベット医学の特徴と歴史背景」池上正治『マニピュレー

シヨン』11(2)22-26

｢中国名医外伝(4)朱丹渓(朱震亨)伝｣今村神鍼『医道の日本』

55(3)165-170

｢中国名医外伝(5)黄帝(軒轤)伝一その1－」今村神鍼『医道

の日本」55(5)169-175

｢中国名医外伝(6)雷黙伝(賓漢卿)」今村神鍼『医道の日本」

55(7)154-158

｢中国名医外伝(7)李東垣(杲)伝」今村神鍼『医道の日本』

55(8)171-177

｢中国名医外伝(8)金元鍼灸八家伝」今村神鍼「医道の日本』

55(11)182-185

｢敦埋本「明堂経』の復元ならびに原「明堂経』に関する考

察」遠藤次郎、梁永宣「漢方の臨床」43(9)71-85

｢『傷寒論』可不可篇の研究(1)－処方を記した条文に用いら

れている「宣｣、「属証｣、「与」の意義一」遠藤次郎、呂愛

平、中村輝子『漢方の臨床」43(12)79-92

｢中国明代鍼灸補潟手技における文献的研究」王財源、他

『日本東洋医学雑誌」46(6)169

｢近現代における中国伝統医学の発展と問題」王鉄策「漢方

の臨床」43(5)10451054

｢新発見の馬玄台「難経正義」（抄)」王鉄策、真柳誠、小曽

戸洋『日本医史学雑誌』42(2)172-173

｢目でみる漢方史料館(102)新発見の馬玄台『難経正義』」王

鉄策、小曽戸洋「漢方の臨床」43(11)2042-2044

｢東洋医学の歴史と現代」大塚恭男「日本東洋医学雑誌」47

(1)5-11

｢『傷寒論』の「煎・熱」に対する、『方言』による解釈(抄)」

岡田研吉、郭秀梅「日本医史学雑誌」42(2)178-179

｢杉山和一の屋敷と杉1_I1流鍼治講習所について(2)」香取俊

光「医道の日本」55(7)164-173

｢韓国の伝統医学」金成俊『漢方の臨床」43(5)1035-1044

④
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｢西洋医学から見た漢方薬の使い方漢方医学の歴史」小曽

戸洋「臨床と研究』73(5)1030-1033

｢中国医学古典と日本」小曽戸洋『日本東洋医学雑誌」46，

47(6,2)51-52,227-244

｢目でみる漢方史料館(92)神農画賛一今村了庵・石黒忠惠・

松本楓湖」小曽戸洋「漢方の臨床」43(1)2-4

｢目でみる漢方史料館(97)中神琴渓の自賛肖像画二軸」小曽

戸洋「漢方の臨床」43(6)1097-llOO

｢目でみる漢方史料館(99-100)湯本求真の処方菱(1),(2)」小

曽戸洋「漢方の臨床」43(8,9)16261628,17861788

｢目でみる漢方史料館(94)国宝・宋版『史記』の扁鵲倉公列

伝」小曽戸洋、真柳誠『漢方の臨床」43(3)322-324

｢敦埠古医籍に見る{肝]の治法について－《輔行訣臓I府用薬

法要》と《宋版傷寒雑病論》の比較一」小高修司『漢方の

臨床」43(4)149-164

｢敦埋古医籍に則る「肺」の治法について」小高修司「漢方

の臨床』43(11)31-39

｢｢大同類聚方」の問題点一同撰一について(抄)」後藤志朗

「日本医史学雑誌」42(4)657-659

｢｢傷寒論』における煎じ方一大黄の濃縮度を中心にして－」

小根山隆祥、鈴木潮「漢方の臨床」43(11)49-58

｢六君子湯の出典」小山誠次『漢方の臨床」43(9)10-28

｢幕末以後の『医心方」半井家本」杉立義一『漢方の臨床」

43(6)1229-1239

｢古典からみた糖尿病の研究『備急千金要方』より」須藤

一「東洋医学』24(11)37-40

｢室町時代より江戸初期までの灸技術について(抄)」角谷貞

雄『日本医史学雑誌」42(3)435-436

｢中国古代人体内景図に於ける脂腹、脂膜について(抄)」高

島文一「日本医史学雑誌」42(2)170-171

｢東西医学の融合の方法論｣谷口悌示「医学史研究」(69)2835

｢ウエルカム医学史研究所[現代におけるアジア伝統医学]シ

ンポジウム参加記」津谷喜一郎「漢方の臨床」43(2)284‐

289

｢虚実相兼ぬる治療について内藤希哲「医経解惑論』」寺師

睦宗『漢方の臨床」43(7)14461450

｢東洋医学の教育、教科言について」長瀬千秋「漢方の臨床』

43(4)717-720

｢柴朴湯の歴史とその発展」中田敬吾『現代東洋医学』

17(2)149-152

｢疾病史から見た『傷寒論」（抄)」中村昭「日本医史学雑誌」

42(4)660-662

｢石原保秀先生の事跡」難波恒雄『漢方の臨床」43(6)151-168

｢『医断」が世にでるまで」西岡一夫「漢方の臨床」43(4)

721-736

｢世界の伝統医学の興亡史」二本柳賢司「医学のあゆみ」

178(12)895-899

｢栗園医計||の解」長谷川弥人『漢方の臨床」43(5)115-137
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｢薬性論の検討(第5報）宋以前の薬効記載における経絡表現

と帰経･引経説の萠芽｣真柳誠『日本東洋医学雑誌｣46(6)98

1『清医胡兆新旧l答録」一八○四年の斗1国医への問答報告書

について－(抄)」真柳誠、郭秀梅『|~|本医史学雑誌』42

(2)168-169

｢多紀元堅の著述(抄)」真柳誠、郭秀梅「日本医史学雑誌」

42(1)lll-ll3

｢『医心方」に記述される「経義解」の検討」真柳誠、沈樹

農『日本医史学雑誌』42(3)349-368

｢岸Ⅱ1吟香が中国で販売した|]本関連の古医書(抄)」真柳誠、

陳捷『日本医史学雑誌』42(2)164-165

｢はじめての漢方診療漢方医学の歴史と漢方薬の基礎知識」

三潴忠道『JIM｣6(11)1013-1018

｢『存真環巾図」－「史記」幻雲附標所引文からの検討」宮

川浩也「日本医史学雑誌』42(1)77-86

｢谷野一栢著「難経抄」所引医耆について(抄)」宮川浩也

「日本医史学雑誌j42(2)174-175

｢望診(察色)の文献的研究一「霊枢』を中心に」宮川浩也

「漢方の臨床」43(5)977-989

｢愛知医師流行評判鑑番附」矢数道明「漢方の臨床」43(7)

1578-1579

｢温知荘雑筆「啓迪集』周良策彦題辞の中の難解人名「丁林

日」について」矢数道明『漢方の臨床」43(11)87-92

｢多紀家関係の諸話題略記(抄)」矢数道明『Ⅱ本医史学雑誌｣

｢アーユルヴェーダの歴史とオイルマッサージ療法」平野永

和「マニピユレーシヨン」11(2)27-32

｢傷寒論(仲景言)の心下宿堅と心下瘤鞭の差異についての

考察一各種古文献の比較による傷寒論の条文の検討の試

み一」牧角和宏「漢方の臨床」43(6)193-205

｢陽微の脈は「瞥瞥」ではなく「へいへい」である太平聖

恵方巻八(高継沖本傷寒論)と宋版傷寒論辨脈法・肱經巻四

の比較検討より」牧角和宏『日本東洋医学雑誌」46(6)97

｢小島宝素著・森立之写「河清萬記」釈読(上)(下)」町泉寿

郎『H本医史学雑誌」42(3,4)399-410,589-601

｢目でみる漢方史料館(93)正倉院に現存する唐代8世紀前の

薬物群」真柳誠『漢方の臨床」43(2)178-180

｢目でみる漢方史料館(95)国宝，『新修本草」仁和寺本」真

柳誠「漢方の臨床』43(4)474-476

｢目でみる漢方史料館(96)伊沢蘭軒門下の「素問」研究一渋

江抽斎筆「素間次注筆録｣」真柳誠「漢方の臨床』43(5)

786-788

｢目でみる漢方史料館(98)前漢時代から出土した黒漆木製人

形一はたして経絡人形か－」真柳誠「漢方の臨床」43(7)

13861388

｢目でみる漢方史料館(101)中国11世紀の医事風景一『清明

上河図』より」真柳誠「漢方の臨床」43(10)1922-1924

｢目でみる漢方史料館(103)江戸期の医事風景」真柳誠『漢

方の|臨床」43(12)2162-2164
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ついての論争」吉田荘人「東洋医学』24(8)79-82

｢中国文化における医学史早期の医学と衛生」吉田荘人

「東洋医学』24(9)78-81

｢中国文化における医学史医学理論の草創期」吉田荘人

『東洋医学」24(10)82-84

｢中国文化における医学史著名な医者」吉田荘人『東洋医

学」24(11)82-84

｢中国医学と道教｢紅楼夢』」吉元昭治｢東洋医学｣24(11)42-43

｢中国伝統医学と道教低VII)「三国演義」から(抄)」吉元昭

治『日本医史学雑誌」42(2)262-263

｢伝統医学と現代医学の関係をめ<"って－ヨーロッパの立場

から－」HReissenweber『漢方の臨床」43(5)271-276

｢漢代の医療技術について(抄)」和田裕一「日本医史学雑誌」

42(2)182-183

42(1)107-108

｢尾州藩医柴田承慶翁とその家系について」矢数道明『漢方

の臨床」43(4)737-739

｢医学ことわざ日本と中国」山本徳子「医学史研究』(69)39-41

｢ことわざ東洋医学(7)枇杷が黄になると医者は忙しい、橘

子が黄になると医者は蔵れる、蕊葡が上場すると医者は郷

に回る」山本徳子『医道の日本」55(2)146147

｢ことわざ東洋医学(8)疾、膏胄」山本徳子『医道の日本」

55(3)190-191

｢ことわざ東洋医学(9-10)無若一その1,2-」山本徳子「医道

の日本」55(4-5)158-159,176177

｢ことわざ東洋医学(11)良薬は口に苦し」山本徳子「医道の

日本』55(6)190-191

｢ことわざ東洋医学(12-13)七年の病に三年の丈を求む－その

1，2」山本徳子「医道の日本」55(7,8)178-179,178-179

｢ことわざ東洋医学(14)痛さ瘡に塩を潅ぐ」山本徳子『医道

の日本」55(10)184-185

｢ことわざ東洋医学(15)三たび肘を折りて良医たるを知る」

山本徳子「医道の'1本」55(11)188-189

｢『中国医学通史」医史文物図譜巻について」吉冊|荘人「漢

方の臨床」43(5)956964

｢中国文化における医学史中国医学の源流原始社会の医学」

吉田荘人「東洋医学」24(7)73-76

｢中国文化における医学史中国医学の源流(2)医学の起源に

（
「
Ｆ
［
）

44内科史

「心房内粘液腫検討された2症例の臨床病理学的関連性と歴

史的考察」RoscherA.A.、他「薬理と臨床』6(5)914-915

「ヘリコバクターピロリ感染と胃十二指腸疾患へリコバクタ

ーピロリ研究の歴史」土屋雅春、鈴木雅之『ModernMedia」

42(7)275-279

「消化性潰瘍の心身医学その歴史」中川哲也『消化器心身

医学j3(1)1-6

「降圧療法の新しい展開アンジオテンシンII受容体拮抗薬

ｍ
［
の



の意義と役割レーン・アンジオテンシン系研究の歴史」

宮崎瑞夫「PharmaMedica｣14(ll)81-86

｢心電図研究の歴史をめぐってベクトル,L､電図から,し､磁凶

へ」森博愛『心電図」16(2)209-212

史研究」(69,70)1620,27-30

｢病院進化論マンモス化と過適応の歴史」古川俊之「病院』

55(5)480-483

●
国
②

51仏教医学史

「釈迦とキリストの患者の治療の実態について(抄)」杉田暉

道「日本医史学雑誌」42(2)214-215

4 5皮膚科史

「民俗医学ノートⅣワキガと耳垢」木津仁久「名古屋民俗」

(50)1-7

「歴史の中の皮膚疾患－幼い頃に痘瘡にかかり、晩年には肝

疾患からくる皮層病変を示していたベートーヴェン」酒井

シヅ監修「PLUSONE｣3(2)12-13

「歴史の中の皮層疾患一なぜマラーは入浴しながら人に会っ

ていたのか」酒井シヅ監修「PLUSONEj3(4)12-13

「初期の皮膚科学における東大と京大(抄)_|長門谷洋治「日

本医史学雑誌」42(2)242-243

「アトピー性皮膚炎の歴史と問題点」矢尾板英夫「日本皮膚

科学会雑誌」106(13)1665-1669

「日本のアレルギー戦後50年の発展アトピー性皮膚炎」矢

尾板英夫「アレルギーの臨床」16(5)367-372

52法医学史

「北陸における法医学の源流(抄)」寺畑喜朔「日本医史学雑

誌」42(2)206207

、
、
ｊ
ロ
ロ
イ
一

一
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｝53放射線医学史

「古典あれこれ初期の副鼻腔X線診断」飯沼壽孝『Johns」

12(2)258-260

「古典あれこれ初期の副鼻腔X線診断II-Goldmann&

Killian,Wasserman,Albrecht-」飯沼壽孝「Johns｣12(7)

998-1000

「古典あれこれ初期の副鼻腔X線診断III-Kuttner,Herzfeld,

またKuttner-」飯沼壽孝「Johns｣12(10)1542-1545

「近代医療の幕開けと放射線技術X線発見100周年に際し」

遠藤俊夫「学内集談会誌「翔｣」(9)1624

「未来医学事典X線発見101年から」北寿一『未来医学」

(12)7678

47病院学

「特集：「戦後50年の医学と医療」これからの病院はどうな

るのか」小松良夫「医学史研究」（70)23-26

「日本におけるホスピスの歴史概要(1)、(2)」谷荘吉『医学



｢Pierre,MarieCurieおよびFrederic,IreneJoliot-Curie両

夫妻年表-HenriBecquerelの放射線発見100年に因ん

で－」山田光男「薬史学雑誌」31(1)116121

術症例の検討」松木明知『日本医史学雑誌」42(3)289-302

5 7 薬 学 史

「｢ウルユス弘方心得害」を読む(1)、(2)」岩井鉱治郎、野尻

佳世子、青木充夫「医学史研究』（68,69)236238,36-38

「最初の洋式商品名を付けられたウルユスについて」岩井鑛

治郎、野尻佳与子、青木允夫『薬史学雑誌」31(1)41-48

「投与・投薬？－辞書を追って－」内林政夫『薬史学雑誌」

31(1)114-ll5

「ヨウ素一沃素」内林政夫「薬史学雑誌」31(2)227-229

「江戸時代の薬種屋」浦田耕作「啓迪」(14)6-12

「北陸の薬史・富山の売薬への洋薬の導入」大橋清信「薬史

学雑誌』31(2)160-164

「モグサの名所しめじが原について」織田隆三「薬史学雑誌』

31(1)60-66

「医療薬学の歩み」金久保好男「薬史学雑誌」31(1)108-113

「地黄の修治法と薬能に関する本草、医方害の史的考証」久

保道徳、松田秀秋、浅野年紀「薬史学雑誌」31(1)23-28

「放射化学」小l嶋正治「薬史学雑誌」31(1)1-6

「富士山北麓の薬園と山論」酒井耕造「幕藩制社会の地域的

展開j(抜刷）

「医薬品の偏光顕微鏡分析」塩原仁子「薬史学雑誌」31(2)
235-238

「第32回国際薬史会議(パリ)に出席して」末廣雅也『薬史学

54本草学史・博物学史

「永楽屋東四郎の書簡と『草木図説」の出版過程」遠藤正治

「慾斎研究会だより』(75)1-8

「尾張藩薬園の成立と変遷」遠藤正治『日本医史学雑誌」42

(4)503-520

「『倭名類聚紗』の“金漆樹”はカクレミノ樹である」寺田

晃「科学史研究」35(199)198-202

「大垣の蘭方薬舗の引札l精製薬種名品]」土井康弘『慾斎研

究会だよりj(73)1

「植村左平次政勝の大和採薬行と‘駒場椎l1薬園について」原桃

介「漢方の臨床j43(7)1513-1522

「天保期の本草研究会「潴鞭会」－前史と成立事情および活

動の実態一」平野満『駿台史学』(98)1-47

「伊吹山の薬草・植物年表」水野瑞夫(編）「慾斎研究会だよ

り」（73)2-7

「澁江長伯が蝦夷地で採集した植物標本について(抄)」I｣l岸

喬『日本医史学雑誌j42(2)190-191

（
、
ト
【
）

55麻酔学史

「華岡青洲の麻酔法の普及について－福井藩橋本左内による手

［
函
④



｢第143回APhA(全米薬剤師会)総会＆展示会「薬史･AIHP」

部会参加印象記」船越清輔『薬史学雑誌」31(1)128-132

｢アピセラピートシテのプロポリスと漢薬露蜂房の比較本草

学的考察」松繁克道、門田重利、難波恒雄「薬史学雑誌」

31(2)183-199

｢ウイグルの伝統医学で用いられている蒸露剤について」鵬麗

亜沙克木、中村輝子、遠藤次郎『薬史学雑誌」31(2)204-210

｢シーボルトの処方集(2)」宮崎正夫『薬史学雑誌｣31(1)49-59

｢日本薬局方に見られた向精神・神経薬の変遷(その9)一般

成耆に見られたカノコ､ノウ(纈草)製剤の変遷」柳沢清久、

山田光男、松本仁人『薬史学雑誌』31(1)29-40

｢日本薬局方に見られた向精神・神経薬の変遷(その10)カノ

コ､ノウ(纈草)栽培の推移に関する一考察」柳沢清久、｜|｣田

光男、松本仁人「薬史学雑誌」31(1)67-73

｢日本薬局方に見られた向精神・神経薬の変遷(その11)カノ

コ､ノウ(纈草)の成分に関する各種研究論文から見た北海吉

草の基原についての一考察」柳沢清久、山旧光男、松本仁

人『薬史学雑誌』31(2)211-218

「日本の薬学戦後50年史・薬学教育」山川浩司「薬史学雑誌』

31(2)143-146

｢明治期の薬学校史・金沢大学薬学部の歴史(新制大学に移

行するまで)」山本讓「薬史学雑誌」31(2)166170

｢伝統売薬「ウルユス」について(1)」米田該典、前平11]紀、

A.H.M.Mawiood、岩井鑛治郎、野尻佳与子『薬史学雑誌』

雑誌』31(1)122-127

｢{外郎(ういろう)]について(1)-(3)」杉山茂「薬史学雑誌」

31(1)74-80,81-92,93-95

｢近世初期における地方医師の処方」杉山茂「薬史学雑誌」

31(2)233-234

｢日葡辞書に見られる薬種と薬斉ll(1)」杉ul茂『薬史学雑誌」

31(2)230-232

｢薬剤学」瀬崎仁『薬史学雑誌」31(1)7-11

｢日本の売薬楢林宗建『得生軒方函」（洋方)から」宗田一

『医薬ジャーナル』32(4)223-226

｢春日村における薬草仲買人・小寺甚五郎の記録(第1報）

「買入帳」と「売上帳｣」高木朋美、田中俊弘『薬史学雑誌』

31(2)200-203

「日本の薬学戦後50年史・術生化学・公衆衛生学｜商畠英伍

『薬史学雑誌」31(2)147-152

｢近代日本医薬品産業の発展(その5)製薬企業のいわゆるプ

ロパーからMRへ」竹原潤、山田久雄「薬史学雑誌」

31(2)219-226

｢伝統医学における糖を含む製剤の比較研究」中村輝子、遠

藤次郎、馬麗亜沙克木「薬史学雑誌」31(1)12-22

「富山の薬業と反魂丹」難波恒雄『和漢薬研究所年報j22,

1-12

「北陸の薬史．なぜ富山に売薬業が起こったのか一反魂丹の

謎一」難波恒雄『薬史学雑誌」31(2)154-159

囚
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賀敏彦『THELUNG-perspectives｣4(2)147-15131(1)96-102

｢伝統売薬「ウルユス」について(2)」米田該典、前平由紀、

岩井鑛治郎、野尻佳与子『薬史学雑誌』31(1)103-107

｢緒方洪庵先生の薬箱とその内容薬物について」米田該典、

前平由紀、緒方栽吉「薬史学雑誌」31(2)171-173

｢緒方洪庵の薬箱とその生薬(1)「将軍」について」米田該

典、前平由紀、A.H.M.MaWiood,緒方栽吉「薬史学雑誌」

31(2)174-177

｢緒方洪庵の薬箱とその生薬(2)「肺那」について」米田該

典、前平由紀、A.H.MMaWjood,緒方栽吉『薬史学雑誌」

31(2)178-182

60検査

「肺機能検査法と評価スパイロメトリー測定機器からみた

日本の歴史」佐々 木孝夫『呼吸」15(6)633-636

「ランタン・テストの歴史とその存在価値」深見嘉一郎『視

覚の科学」17(1)40-42

「超音波診断装憧の歴史的な背景と原理、及び種類と特徴」

稲田守道、平田健一郎、名取博、他『臨床消化器内科」

11(7)855-873

61その他

「SLファミリーマウスの歴史遺伝学的解析による」阿不江

パタール、他『日本病理学会会誌」85(1)241

「栄養学啓蒙の歴史と展望」大礒敏雄『日本臨床栄養学会雑

誌」18(3)41-42

「個人史研究におけるプライヴァシの問題一検討していただ

くための試論一(抄)」岡田靖雄「日本医史学雑誌」42(1)

115-117

「今月の誌上ギャラリー病める子」酒井シヅ「循環科学」

16(1)巻末

「今月の誌上ギャラリーアラビア医学」酒井シヅ『循環科学」

16(2)巻末

「今月の誌上ギャラリー4つの気質」酒井シヅ「循環科学』

一
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｝58 藺 学 史

「住田文庫の「蘭東事始」について」「法政史論(法政大学大

学院日本史学会発表)｣(21)

｜「高見家歴史資料目録」刊行をめく､って」片桐一男「日間

学会通信」（66）

「オランダ商館長の住友銅吹所見物と饗応・贈答(抄)」片桐

一男『|｣本医史学雑誌」42(3)438-440

59リハビリテーション関係史

「自立生活運動の歴史的経過と現状」中西正司『総合リハビ

リテーション」24(1)39-44

「日本における呼吸リハビリテーションの歴史と問題点」芳

っ
Ｊ
、
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く



誌」26(1)1-10

｢功能性鼻内窺鏡手術発展簡史」蘇立衆・刑昌全『中華医史

雑誌」26(1)11-13

｢近代上海租界衛生史略」朱徳明「中華医史雑誌」26(1)14-18

｢上海近代西医医院概述」陸明「中華医史雑誌」26(1)19-26

｢近代湖北国医専科学校簡況」趙鴻云『中華医史雑誌』

26(1)27-29

｢情康煕皇帝采用人痘法的時間原因与試探」張嘉鳳『中華医

史雑誌」26(1)30-32

｢我国抗腫瘤薬物研究簡史」未之瑛・陳新謙「中華医史雑

誌」26(1)33-38

｢｢医経八支」的初歩研究」巴・吉格木徳、色・梛仁、宝龍

「中華医史雑誌」26(1)39-42

｢中国与亜細安区域的医薬交流」陳鴻能『中華医史雑誌」26

(1)43-49

｢試論軍医崔氏及其学術成就」王三虎『中華医史雑誌」

26(1)50-53

｢『子儀本草」辨偽」尚志鉤『中華医史雑誌」26(1)54-55

｢煉丹家本草「丹房鏡源』考略」王家葵『中華医史雑誌」26

(1)56-59

｢読『孫思遡「千金方」研究｣」孫中堂・高文鋳「中華医史

雑誌』26(1)60-62

｢龍胆祷肝湯的古今応用」趙秀栄「中華医史雑誌」26(1)10

｢子宮輸卵管造影術簡史」劉金豊『中華医史雑誌』26(1)18

16(3)巻末

｢今月の誌上ギャラリー薬剤師キリスト」酒井シヅ「循環科

学jl6(4)巻末

｢今jjの誌上ギャラリー笑気｣酒井シヅ｢循環科学｣16(5)巻末

｢今月の誌上ギャラリー脈診｣酒井シヅ『循環科学』16(6)巻末

｢今月の誌上ギャラリー撫仏諸病の願掛芳盛戯画」酒井シ

ヅ『循環科学」16(7)巻末

｢今ﾉ1の誌上ギャラリー薬の広告」酒井シヅ『循環科学j

16(8)巻末

｢今月の誌上ギャラリーアルブカシスとオランダミツバ(洋

芹)」酒井シヅ「循環科学jl6(9)巻末

｢今月の誌_ヒギャラリー焼文(やいと)」酒井シヅ「循環科学』

16(10)巻末

｢今月の誌上ギャラリーレオナルド・ダ・ヴインチの解剖

図」酒井シヅ『循環科学」16(11)巻末

｢今月の誌上ギャラリー薬屋」酒井シヅ『循環科学」16(12)

巻末

｢登山医学の歴史と現状,そして展望」中島道郎「臨床スポ

ーツ医学」13(6)601-605

｢医療と風土性に関する考察(抄)」西巻明彦『日本歯科医史

学會々 誌』21(3)147
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62中国語文献

「日本据台時期之台湾医学(下)」Ⅱ合鴻潜．高田『中華医史雑



｢最早的膏滋斉l1考」華浩明「中華医史雑誌」26(1)26

｢返博為約的「増補本草備要｣」陳軍「中華医史雑誌｣26(1)29

｢李時珍未任太医院判考」郎需才・郎兵『中華医史雑誌」26

(1)49

｢『武威漢代医簡」「詞旬」考釈」張麗君『中華医史雑誌」

26(1)53

｢中国歴代薬王及薬王廟探源」鄭金生『中華医史雑誌』

26(2)65-72

｢試論中医学中心的形成和遷移」劉時覚『中華医史雑誌」26

(2)73-78
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